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奄美大島佐仁方言のアクセント調査報告
一用言の部一
上野善道
［要旨］佐仁方言の用言の終止形と基本活用形のアクセントを記述する。動詞終止形はＡ型
とＣ型の２型がある。その活用形は終止形のアクセント型を保持するが、アクセント交替を
起こす動詞が少数あり、その一部ではＢ型も現われて３型になる。形容詞は終止形でＡ・
Ｂ.Ｃ型の３種類のアクセントをもち、活用形での交替は見られない。Ｃ型アクセントは、
用言の場合も、語頭無声柏、または語頭の２拍の融合を条件に、分節音から新たに発生した
と考えられる。稿末に、終止形と活用形のアクセント資料を付す。
[キーワード］佐仁方言、用言、３型アクセント、活用形
０．ねらい
本誌前号の拙論(l996a-以下｢前稿｣）に引き続き、鹿児島県大島郡笠利町佐仁（ざに，
/saN/)集落のアクセントを取り上げる。今回は用言を対象とし、動詞．形容詞のいわゆる
終止形、および、代表語例の基本的な活用形についてアクセント記述を行なう。奄美大島の
中での佐仁の地理的位置については拙論(l996b)を参照。
調査の概要もすでに前槁に記してある。今回発表分の話者は、(1)のお二人である。
(1)話者
前田雅道氏(故）1897(明治30)年生まれ調査時83歳名瀬市在住
嶺田為雄氏1922(大正11)年生まれ調査開始時57歳名瀬市在住
以下の考察は、活用形まで調べた嶺田氏の資料による。終止形の調査を１回行なっただけ
の前田氏の分は参考資料にとどめるく注l>・
１．体言のアクセント体系
用言の考察に入る前に、前稿で扱った体言のアクセント体系を再褐しておく。佐仁方言の
体言は、(2)のような「３型アクセント」をもつものと見られる。記号の意味や語例は前稿
を参照。（（））に入れた型は、まだ該当語例が見つかっていない。
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Ａ型とＣ型は、分節音を条件に、それぞれ下欄に併記した、○○｢○(○…)=、「○○｣(○
…)の音調型を変異形としてもつ。Ａ型では２拍目が無声拍か促音の場合に１拍分の「上昇
の遅れ」が生じ、Ｃ型では、１拍目が無声拍かく注2>、（主として３拍以上において）２拍目
が長音・擬音・促音(すなわち語頭が重音節)の場合に１拍分の「下降の遅れ」が生ずる。
２．用言のアクセント資料
最初に、稿末に別表の形になるが、全体の資料を掲げる。以下、これに基づいて述べてい
く。
表１は終止形に相当する形のアクセント。配列は金田一の類別順で、形式は前稿と同じで
ある。収録語彙は次の通り。
動詞289項目、形容詞70項目、計359項目
表２はいくつかの代表的な活用形のアクセントである。拍数(短い順）・活用タイプ(１段、
４段、変格の順）・語幹の末尾部分の形を考慮して並べた。その結果として、アクセントお
よび活用の不規則なタイプが先頭部分に来て、一般パターンが後から現われることになった。
「類」は、後に述べるように、アクセントの別にかかわらないため、配列に際して特に考慮
しなかった。
表２では、アクセント型の一貫'性や交替が見えやすいように、
Ｂ型は■、Ｃ型は◎
をそれぞれの語形の後に付けておいた。何も印のないのは無標のＡ型である。少なくとも１
度は確認調査をして間違いないと判断した項目には[sicJを付した。
なお、表２には文法名称を用いなかった。活用形の名称自体が本稿の中心課題ではないの
で、本文中で言及する際は、学校文法で使われている一般的なものを用いる。特に断りなし
に「終止形」と呼ぶのは、現在(非過去）・肯定・通常相の意味をもつ終止用法をざす。他に
も、過去や否定や継続相などにも終止形(と連体形)があるが、それらとの区別が必要なとき
は「一般終止形」と呼ぶことにする。使役形などの派生動詞の終止形もこれに含める。
２
３．動詞の終止形のアクセント
３．１先行研究
平山輝男他(1966:129)によれば、佐仁方言の動詞は、２拍語から多拍語まで「１．２類の
区別なくほとんど尾高型(平板的)で」〈注3>、「わずかな語が例外となる」として、(3)の８
語があがっている。以下、平山氏で同書の３氏を代表させ、引用に際しては記号も本稿のも
のに変える。
(3)“尾高型(平板的)，，以外のアクセントをもつ動詞(平山）
「,u｣juN(追う)、「wu｣1Ｍ植える)、「kE｣sjuN(消す)、「kE｣rjuN(消える）,su｡｢tl｣Ｎ(捨
てる)<以上１類>；
「ho｣rakjuN(乾く）ｎｕ:｣rjuN(通る),su｡｢ku｣rjuN(作る)<以上２類〉
３．２動詞終止形のアクセント
私の調査(表ｌ）でも平山氏の報告と基本的に似ており、佐仁方言の動詞終止形には、（４）
に示すようにＡ型とＣ型の２種類のアクセント対立がある。
(4)動詞終止形のアクセント
２拍３拍
Ａｗｕ｢Ｎ(居る）ｍａ｢kju(｣)Ｎ(巻く）
４拍
,a｢slbju(｣)Ｎ(遊ぶ）
haku｡｢sjuN(隠す）
,ak｢Kju(｣)Ｎ(歩く）
｢ho｣rakjuN(乾く）
｢sloKu｣rjuN(作る）
｢tu:｣rasjuN(通らす）
５拍
pa｢zjiwarjuN(始まる）
tasl｡｢KarjuN(助かる）
，ak｢KasjuN(歩かせる）
｢ho｣rakasjuN(乾かす）
｢sloKu｣rasjuN(作らす）
Ｃ－「Ke｣sjuN(消す）
「nju(｣)Ｎ(見る）「kiokju(｣)Ｎ(聞く）
「tu:｣rjuN(通る）
｢,ik｣KjarjuN(届く）
終止形には１拍語自体が存在しないく性4>・琉球諸方言の終l上形は、通時的に見ると、一
般にｗｕＮ(居る）と,ａＮ(ある）を除き、連用形にｗｕＮ(居る）が融合した形に由来すること
はよく知られた事実である。佐仁方言も、４段動詞(子音幹動詞)はこのパターンに当てはま
るが、１段動詞(母音幹動詞)は、，a｢91Ｎ(上げる)のように連用形に-Ｎが付いた形をとる。
しかし、いずれにせよ、最小形は２拍で、１拍語はありえない。
なお、１段動詞で‐rjuNの形もいくつか併用形として得られたが、確認調査では、佐仁
方言本来の形ではないとのことであったので、表ｌには示苔なかつたく注5>・一方、２拍１
段動詞のうちの「着る、煮る」および３拍以上の１段動詞には、類推によって、活用形の－
３
部に４段化が起こっている。例えば、
Ｋｉ｢rju｣Ｎ(着る)、Ｋｉ｢raN(着ない）；nji｢rju(｣)Ｎ(煮る)、nji｢ri(煮ろ）
などが－r語幹となっている。これらは併用ではなく、すでに定着した専用形である。
終止形には、体言に見られたＢ型も見つかっていない。ｗｕ｢Ｎ(居る）と,a｢Ｎ(ある)は、こ
れだけではＢ型の可能性もあるが、質問形と疑問形がそれぞれ
ｗu｢Nml(居ましょうか)、ｗｕ｢Nnja(居るかルー(該当形ナシ)、，a｢Nnja(あるか）
であること、および、その活用形全体のパターン(表２)から、Ａ型と認定きれる。終止形以
外の活用形では、Ｂ型を取る単語も現われる(5.1節の「見る」を参照)。
Ａ／Ｃ両型には、体言と同じく、語音環境による変異形がある。それを(4)のそれぞれの
下欄に記した。「－」は語例がありえないと考えられるところ。空欄は、語例がまだ見つ
かっていないところである。
Ａ型は２拍目から上昇するのが基本であるが、２拍目が無声柏か促音の場合一終止形で該
当するのは４拍語以上一は、３拍目から上昇する。無声化しうる環境であっても無声化しな
い発音においては２拍目から上昇する。２拍目が長音(:)や擬音(N)のＡ型では、すべて原則
通り、上昇は２拍目から起こる。
ｍＥ｢:Ｎ(負ける,燃える)、ｔｕ｢:rjuN(探す）；、i｢NgjuN(握る)、ｔａ｢NbjuN(頼む）
などを参照。より厳密に言えば、これらは語頭音節の中で「中」から「高」へ上昇する
！tu｢:rjuN
などの音調で、１拍目はそう低くはない。
次にＣ型は、語頭拍だけが高いのを原則とするが、１拍目が無声拍か、２拍目が長音・促
音の場合は、語頭から２拍目までが高くなる。「，usl｡｣kjuN(屈む)は、２拍目の実際の音声
は無声子音だけであるから、促音に準ずるものである(なお、この単語はＡ型の，usl｡｢kjuN
というアクセントももつ)。
２拍目に擬音をもつＣ型変異形の語例が見つかっていないものの、以上の実現の仕方は体
言の場合と同じである。
若干の注記を要するのは、動詞語末の－Ｎの音調である。
３拍語以上のＡ型では、言い切りにおいて、語末の－Ｎがしばしば低くなるのである。
しかしながら、ｍａ｢kju(｣)Ｎ(巻く）など、同一語にも発話による揺れ－(｣)で示した－がよく
見られ、下降の有無が単語によって一定してはいない。そして、どちらの場合も、連体形は
ma｢kjuN(｣tu｢ki二時)のようにすべて一Ｎまで高くなる。苔らに、体言でも、数は少ないな
がら、
Ｘａ｢ga(｣)Ｎ(鏡）；ｐａ｢saN(鋏)、sji｢raN(風）
などの例があって話者は「鏡」と「鋏」は同じアクセントと意識することから、両音調型の
間に音韻的対立はなく、言い切りにおいて、音声的に弱い－Ｎが低く出ることがあるもの
４
と解する(後出の形容詞の-kaには下降が見られないことも参照)<注6>。
なお、
ｍＥ｢:Ｎ(負ける,燃える)、ｋＥ｢Ｎ(掛ける）
などのように２拍目に長音をもつ３拍語では、いずれも－Ｎは下がっていない。これは、
この環境で‐Ｎが下がっては、
×ｍＥ｢:｣Ｎ
という音声的に不自然な形になってしまうためと見る。
Ｃ型において－Ｎの音調に別の揺れが現われる。語頭に無声拍をもつＣ型の３拍語では、
｢○○｣○という音調型を取るのが原則であるが、動詞の終止形では
「kiokju(｣)Ｎ(聞く）
など、語末の－Ｎが下がらないことも多く、ざらに、連体形では一貫して
「kiokjuN(｣)、すなわち「○○N」
となることである。これは、‐○Ｎがｌ音節を成し、音節全体の音調を一定に保とうとする
ところから生じた形であろうく注7>･２拍目に擢音がくる「nju(｣)Ｎ(見る)であれば、この
音調型は体言の「パン」などにも出るもので、連体形で「○N」となることも予測きれると
おりである。
稿末の表では、これらをあえて統一することなく、得られた形のままにかかげた。その結
果、２つの表で同一語の間にユレが認められるし、表ｌの中でも別の調査項目の中で出た同
一語に「干す」のｐｕ｢sjuNと「晒す」のｐｕ｢sju｣Ｎのような例も見られる。
３．３動詞のＣ型アクセント語彙
Ａ型／Ｃ両型の出現頻度では、圧倒的にＡ型が優勢である。
289項目中で、Ｃ型はわずかに44項目
しかない(Ｃｆ(3))。明らかにＣ型が有標である。
これまでに分かっているＣ型語のすべての例を(5)に示す。
るが、複数の項目に同じ語形が出ている場合は１つにまとめ、
見出し語に対する意味上の相当形を調査したものであるから、
'よ限らない。「類」も、あくまでも見出し語のそれである。
表１から抜き出したものであ
括弧内に他の項目を注記した。
すべてが見出し語の対応形と
(5)Ｃ型のアクセントをもつ動詞終止形
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これらを見ると、体言と同様、
Ａ型／Ｃ型は「類」との対応関係がない
ことが分かる。ｃ型の内訳は、見出し語に対応しない形や対応関係が不確かなものを除いた
34例中では、
１類が19例、２類が１５例
となっている(佐仁方言の語形そのものの対応形については後出の(15)も参照)。
音韻条件からＡ型／Ｃ型の分布を見てみると、語頭無声拍をもつ単語は、すべてＣ型に属
し、例外はない。(5)の「聞く」から「浸す」までがこれに該当する。
それ以外の、CVCV-、ＣＶＶ－、CVQ-の環境(CjVはＣＶにまとめた)では、(6)のようにＡ
型とｃ型の両方が現われて対立する。「歩く」と「届く」は長さが異なるが、その差によっ
て対立が解消きれることは、もとよりありえない。
(6)Ａ型とＣ型の同じ環境における対立例
ＣＶＣＶ－ＣＶＶ－
Ａｍｕ｢sjuN(蒸す）、｢:rjuN(送る）
Ｃ：「KE｣sjuN(消す）「tu:｣rjuN(通る）
ｃｖＱ－
'ak｢KjuN(歩く）
｢1k｣KjarjuN()由〈）
４．形容詞の終止形のアクセント
４．１先行研究
平山他(1966:129-130)によれば、形容詞のアクセントも動詞と同様で、「拍の多少、およ
び類にかかわりなく、尾高型(平板的)が圧倒的に多い｣。その例外は「基本的語例約50語の
うち次の４例[ママー実は５例出ている]に過ぎない」という。それを(7)に示す。
(7)“尾高型(平板的)'，以外のアクセントをもつ形容詞(平山）
cji｡｢kja｣ka(近い),pu｡｢ka｣ka(深い).｢ka｣roka(軽い),｢FE｣:ka(早い),｢,u｣:ka(多い）
７
４．２形容詞終止形のアクセント体系
形容詞に関しては、私の調査は長い単語の資料がまだ少なく、体系に欠落部分も見られる
が、(8)に示した「Ａ、Ｂ、Ｃの３型の体系」を有する。Ａ型とＣ型の語音による変異形の
現われ方は、動詞の場合と同じである。
(8)形容詞終止形のアクセント体系
２拍３拍
Ａ－，a｢:ka(赤い）
，asl｡｢ka(暑い,熱い）
jic｢Cja(良い）
Ｂｎｅ｢Ｎ(ない）ｍｉ:｢ka(新しい）
ＣｒＭａ｣ka(うまい）「Ｍａ｣gEka(太い）
「kuosa｣ka(臭い）
「tu:｣ka(遠い）
４拍
,ja｢paraka(軟らかい）
｢,ik｣Kjaka(短い）
形容詞には-ka(＜-ku-aru)が付く。そのため、形容詞にも１拍形はない。-kａ以外の形
を取る形容詞は、(9)の６語だけが見つかっている(｢太い、悪い」は-kaとの併用)。
(9)－kａを取らない形容詞
、e｢Ｎ(ない)、jic｢Cja(良い）；
ｐｕ｢sja(欲しい)、jes｢sja(汚ない）；
「Ｍａ｣klosa(,｢Ｍａ｣gEka.太い)、was｢saLwa｢ruka.悪い）
２拍語の例も少なく、(8)にあげたもの以外では、
gja｢ka(苦い)、ｐｕ｢sja(欲しい）
しか得られていない。
動詞では見つかっていないＢ型が、しかも名詞にもない２拍語のＢ型が、少数ながら形容
詞にはある。「ない」がそれである。その
ｎｅ｢Ｎ
をＡ型ではなくＢ型と認定したのは、表２にはないが、疑問形に
neN｢､a(ないか）ｃｆＫｕ｢rakaNnja(暗いか)、「Ｍａ｣kaNnja(うまいか）
という形があり、また表２の活用形および過去疑問形に
neN｢ta(なかった)、neNti｢､a(なかったか)、neN｢ba(なければ）
８
などが出るためである（６節も参照)。活用のタイプは異なるが、Ａ型のjic｢Cja(良い)の活
用形のアクセント(表２）やjic｢CjaNnja(良いか)などと比較せよ。
他にＢ型終止形は、今のところ、「新しい」意の３拍語
mirka
l例だけが得られている。この音調型だけからでもＢ型であることが分かるが、さらに、そ
の連用形や疑問形の
ｍｉ:ka｢､u(新しくて)、mikaN｢nja(新しいか）cfjic｢Cjanu(良くて）
を見れば、Ｂ型であることが一層確実になる。
４．３形容詞のＣ型アクセント語彙
形容詞では、
７０項目中、Ｃ型語彙は(１０)の１０項目
である。Ｂ型の２項目よりは多いが、Ａ型の58項目よりかなり少ない。このＡ型／Ｃ型の関
係は、動詞と同じ傾向である。ただし、平山氏が本稿で言うＣ型としている(7)のうち、「軽
い」はｇａ｢ruka(前田氏はga｢roka)、「多い」は，u｢wuka(前田氏wu｢:ka)で、私の調査ではと
もにＡ型であったく性8>。
(１０）Ｃ型のアクセントをもつ形容詞終止形
３k２旨い「Ｍａ｣kａ
３k２大い「Ｍａ｣gEka(,｢Ｍａ｣klosaとも）
３k２臭い「kuosa｣kａ
３k２近い「cjioKja｣kａ
３ｋ２深い「puoka｣kａ
３kｌ遠い「tuukacf・平山他(1966）
３k２青い「，o:｣kａ
３k２強い「CjuUka
３k２早い「pEUka
４k２短い「，ik｣Kjaka
音韻環境で見ると、動詞と同様、語頭に無声拍をもつ単語はすべてｃ型に属する。一方、
CVCV-、ＣＶＶ－、ＣＶＱ－の単語は、Ｃ型の他にＡ型のものもある。Ａ型の例としては、
'a｢saka(浅い)や(8)などを参照。
９
５．動詞活用形のアクセント
５．１動詞活用形アクセントの特徴
表２で活用形のアクセントとして取り上げたのは、動詞では(11)の15の形である。表では、
この)|頂に番号を付け、相互に参照ができるようにした。連体形は、すべて「－時」の形で聞
いた。「時」の単独形のアクセントはｔｕ｢ki＝である。これ以外にも個別に聞いた形はあり、
必要に応じて本文中で言及する。テイル形・タイ形の連体形や、過去否定形、ざらには使役
形・受け身形などの派生動詞の全体的調査は今後に俟つ゜
(11）取り上げた活用形
終止形、連体形、質問形；過去終止形、同連体形、タリ形、テ形、テイル形；
否定終止形、同連体形；タイ(希望)形、禁止形、仮定形、命令形、意志・勧誘形
表２から、次の(12)のアクセント特徴を読みとることができる。
(12）動詞活用形のアクセントの特徴
１つの単語は、その活用形を通して、同じアクセント型で一貫するのを原則とする。
ただし、次の単語はその例外で、活用形によってアクセント型が異なる。
「見る」はＡ型、Ｂ型、Ｃ型の３者が交替する。
「言う、する、着る」はＡ型とＣ型が交替する。
以下、その例外語彙を順次検討していくが、「見る」はもっとも不規則なアクセントを取
る(この後の説明には、表２に示していない形も含める)。
まず、「見る、見ない」の終止・連体形と「見ろ、見よう」はＣ型である。
次に、「私が～しましょうか」の意を表わす‐ml(-miにあらず)は、原則として一般終止
形にそのアクセント型を変えずに付く。しかし、「見る」は「nju(｣)ＮでＣ型であるにもか
かわらず、
njuN｢ml(見ましょうか）
となる。Ｂ型に交替するのである。
同様に、相手に「～するか」と聞く疑問形を作る‐nja/-,ａが「見る、見ない」に接尾し
ても、
「nju(｣)Ｎ、njuN｢nja(見るか）；「nja｣Ｎ、njaN｢､a(見ないか）
となる。どちらも、やはり、Ｃ型がＢ型に交替する。
その結果、終止形はＡ型／Ｃ型の２種類しかないにもかかわらず、－ｍ1,-nja/-,ａが接尾
した形は、「見る」が別行動を取るために、（13)の３つの対立を示す。「見る」のＢ型を先に
1０－
出す。
(１３）動詞の３型の対立
njuN｢ml(B､見ましょうか)、
njuN｢nja(B､見るか)、
njaN｢､a(B､見ないか)、
wu｢Nml(Ａ居ましょうか)、
wu｢Nnja(Ａ､居るか)、
wu｢raNna(Ａ,居ないか)、
｢kjuNml(Ｃ､来ましょうか）
｢kjuNnja(Ｃ,来るか）
｢kuNna(Ｃ､来ないか）
「見る」のＢ型活用形は、他に、
njaNta｢ri(見なかったり）、njisja｢ka(見たい）
に現われている。
一方、完了形系列の「見た、見たり、見て、見ている」はnji｢sj-の音形をもつＡ型であ
り、-,ａによる過去疑問形一形の上ではテ形に接尾する－を作っても、
nji｢sjina(Ａ､見たか)＝ｗｕ｢tina(Ａ,居たか）Ｃｆ｢kiocji｣､a(Ｃ､来たか）
となって、Ａ型のままである。「から」の意を表わす‐ragaが付いた
nji｢sjiraga(見てから）
も同じ振る舞いをする。
「言う、する」の２語はＡ型とＣ型が交替するが、その型の現われ方は、タイ形を除き、
両語でほぼ逆になっている。
「言う」は、「言った、言ったり、言って、言っている」の完了形系列が'i｢sj-(テイル形
のみ，icj-)の音形をもってＡ型となり、残りがすべて、「，i｣sjaka(言いたい)も含め、Ｃ型と
なる。命令形と勧誘形は、１拍語の語音構造からも予想されることであるが(前稿p､30の
(9)を参照)、実際に付属語を付けても
「,i:｣jo(言えよ)、「，jo:ja(言おうよ）
と、Ｃ型の音調を取る(｢，ｉは強めると「,i：とも発音きれる)。
一方、「する」は、「した、したり、して、している」および「したい」がｃ型をとり、残
りがＡ型となっている。「した、して」の「sja、「sjiは、表２には出ていないが、
「sjaN｣ba(したが)；「sji｣､a(したか)、「sjira｣ga(してから）
の例からＣ型と認定した。「したい」がＣ型を取っているのは、
「sjiosja｣ｋａ
が、3.3節で見た「語頭無声拍条件」を満たしているためである。
「着る」は、やはり１拍目が無声化する場合のみＣ型になり、他はＡ型で出る。そのＣ型
は「聞く」および「来る」の当該活用形と全く同じ音形である。例えば、
「kiocja｣ri(着たり）＝来たり、聞いたり；「kiocji(着て)＝来て、聞いて
である。
１１
５．２動詞活用形における語音特徴
ここで、アクセントから離れるが、活用形の中の語形面で目立つ特徴を２つ取り上げてお
こう。
１つは、「～夕、～タリ、～テ、～テイル」の各活用形において、
－sj-形と－cj-形の併用(-sjaと-cjaなど）
が多く見られることである。嶺田氏によると‐sj-の方が佐仁本来の形だというので、併用
があっても、スペースを考慮して表２には‐sj-だけを掲げたく注9>･
ただし、その直前が促音か無声拍の場合は、
，ac｢Cja(歩いた)、「kiocja｣ri(来たり、着たり、聞いたり）
のように‐cj‐だけが現われる。
もっとも、タイ形の‐sjakaは、無声拍の直後でも一貫して‐sj-を保つく注１０>・
「kiosja｣ka(来たい)、「sjiosja｣ka(したい)、，ucji｡｢sjaka(打ちたい）
これは、同じ形態素が‐sjaka--cjakaと交替するのを、類推によって統一したものと考え
る。他に比して、形態素の同定が容易であったためであろう。
促音ないし無声拍の後以外で‐cj-のみが現われるのは、，u｢cju(｣)Ｎ(打つ)など夕行動詞
に対応する形とその活用形、および、次の２つのテイル形だけであるく注11>・
’i｢cjuN(言っている）Ｃｆ.，i｢sjari(言ったり）
nji｢cjuN(煮ている）cfnji｢sju｣Ｎ(見ている）
もう１つ、徴ｉに由来するｉは後続音をロ蓋化している点も注意を引く。
(14）ｉによる後続音ロ蓋化の例
着る聞く
否定形Ｋｉ｢ra｣Ｎ「kiokja｣Ｎ
禁止形Ｋｉ｢Nna「kiokju｣､ａ
仮定形Ｋｉ｢riba「kioki｣ｂａ
命令形Ｋｉ｢rｉ「kioki
勧誘形Ｋｉ｢rｏ「kiokjo
行く
，i｢kja(｣)Ｎ
，i｢kjuna
，i｢ｋｉｂａ
，i｢ｋｉ
，i｢kjo(:）
巻く
ｍａ｢ｋａＮ
ｍａ｢ｋｕｎａ
ｍａ｢ｋｌｂａ
ｍａ｢kl
ma｢ko(｣)：
死ぬ
sji｢nja(｣)N
sji｢njuna
sji｢njiba
sji｢nji
sji｢njo
Ｃｆ出る
，i｢zjira｣Ｎ
，i｢zjiNna
，i｢zjirlba
'i｢zjirl
，i｢zjiro
（１４)の例えば「行く」の，i｢ki(ba）と「巻く」のｍａ｢kl(ba）を比較すると分かるように、
語幹部のｉは、仮定形と命令形において、後続拍の母音をＩからｉに変えている(実は、
音声レベルでは子音を含む音節全体を口蓋化している)。表２「握る」のこれらの活用形に
おける併用形も参照。
また、否定形・禁止形・勧誘形く注12>では、後続子音のｋ,、を口蓋化してｋＭｊとして
－１２－
の時は変化が起きていない(-,aの前のruはＮとなる)。
'よ面白い。語頭拍のｉが,izji-という語幹を作り出していろ
は、続く拍の母音Ｉに影響を与えていないのである。
いる。ただし、後続子音がｒ
イデルに対応する「出る」
が、新しく生じた－zji‐のｉ
６．形容詞活用形のアクセント
形容詞の活用形は、すべて終止形のアクセント型を保持する。もっとも、活用といっても、
連体形の他は、終止形に「ある」が結合し、その「ある」が活用するもので、形容詞の本体
部分のアクセントは変わることがない。表２に取り上げたこのタイプは、
過去終止形、同連体形、タリ形、テ形、仮定形
である。連用形に「ない、なる」が付く場合も同様に、後部の「ない、なる」が活用する。
連用形だけは、他に「～クティ、～カヌ」という形ももつが、そのアクセント型は終止形と
変わりがない。「ない」は、特殊な活用をする唯一の単語であるが、アクセント型はやはり
活用形を通して一貫すると認められる。
注意すべきはＢ型の過去連体形の音調型である。２語あるＢ型は、いずれも
ｎｅＮ｢taN、ｍｉ:｢taN
で、モーラ単位から予想されるような
×neNta｢Ｎ、ｍｉ:ta｢Ｎ
ではない。これは過去終止形
ｎｅＮ｢ta、ｍｉ:｢ｔａ
の段階で音調型が固定し、その形に連体形では-Ｎが付いたものと認められる。
７．用言のアクセントのまとめ
佐仁方言の動詞終止形はＡ型とＣ型の２型からなる。その活用形は原則として終止形のア
クセント型を保持するが、「見る、言う、する、着る」はアクセント交替を起こし、「見る」
の一部の活用形においてはＢ型も現われて３型の交替を示す。
形容詞は終止形でＡ・Ｂ．Ｃ型の３種類のアクセントをもち、活用形での交替は見られな
い。ただし、Ｂ型の所属語彙は、わずか２例しか見つかっていない。
動詞・形容詞とも、Ａ型とＣ型の別は「類」とは無関係である。Ｃ型アクセントには、そ
の語音配列に偏りが見られる。とりわけ、語頭に無声拍を含む単語はすべてｃ型を取るとい
う関係にある。
８．Ｃ型語彙の通時的背景
８．１動詞
ｃ型には、「類」とは無関係に、通時的に一定の音韻条件が認められる。これに対する通
1３－
時的視点からの見通しを述べて本稿の締めくくりとしよう。
まず、3.3節および5.1節で取り上げた動詞形から見ていく。
先に述べたように、１拍目に無声拍を含む単語はすべてｃ型に属し、例外がない。この関
係は、共時的条件としても透けて見えるものである(｢無声拍条件｣)。そして、当然のことな
がら、活用形においても同じ条件が当てはまる。（12)で見た「着る」が語頭無声拍を有する
場合のみＣ型のアクセントを取るのも、「する」のタイ形がＣ型の「sjiosja｣ｋａであるのも、
ともにその現われである。
以下には、この無声拍条件を除いた、共時的に不透明な例のみを扱う。具体的には、（６）
にあげた環境においてＡ型と対立するＣ型が通時的考察の対象になる。
そのＣ型に対応する形をＣｆの後に並べると(15)のようになる。厳密な比較研究は今後の
課題として、本題と直接関係のない細部は簡略化して示す。どちらとも特定できず、あって
もなくても構わない要素は括弧に入れる。
(15）Ｃ型動詞語彙とその対応形
２bｌ消すrKe｣sjuN
２ｂｌ釣る「Kwa｣sjuN
２ｂ２掃く「po｣kjuN
３ｂ２倒す「to｣sjuN
３ｂ２乾く「ho｣rakjuN
２ｂ２干す「ho｣rakasjuN
３ａｌ植える「，wl(｣)Ｎ
３ａｌ替える「ＸＥ(｣)Ｎ
３ａｌ消えるrKe(｣)Ｎ
３ａ２肥えるｒＫｗＥ(｣)Ｎ
３bｌ譲る「'o｣slN
３ｂ２扇ぐ「'o:｣gjuN
３ｂ２泳ぐ「,o:｣gjuN
３ｂ２通る「tu:｣rjuN
３bｌ散らす「poc｣CjirasjuN
２bｌ追う「'u｣juN
２bｌ言う「，ju(｣)Ｎ
３ａｌ痩せる「jeN
４ａｌ生まれる「Ｍａ｣reN
２ａ２見るrnju(｣)Ｎ
Cf.＊KijasjuN
cf＊KuwasjuN
cf.＊pawakjuN
cf.＊ta(w)usjuN
cf.＊kawakjuN
cf.＊kawarakasjuN(乾らかす）
Cf.＊，u(w)eN
cf.＊ka(w)eN
cf.＊KiO)ｅＮ
ｃｆ＊ko(w)eN
cf.＊'ojaseN(沖縄古語大辞典｢おやす｣参照）
Ｃｆ＊'a(w)ugjuN
cf.＊，ojogjuN
cf.＊to(ｗ)orjuN
cf.＊pawaki-tirasjuN
cf.＊，o(w)ijuN
cf＊'ii-juN
cf.＊jaseN
cf．＊'umareN
cf､＊mi-juN
－１４－
Cf.＊ki-juN
cf＊,iki-jarjuN？？
Cf．？？
｢kju(｣)N
nik｣KjarjuN(品物）
｢，usl｡｣kjuN
2ｄ２来る
3ｂ２届く
3bｌ屈む
以上のうち、佐仁方言の「消す」から「言う」までは、対応形との対比から語頭の２拍が
融合してできた形であることが分かる。融合直前の形は具体的に特定できない部分を残すけ
れども、はっきりしているのは、
その２拍目がヤ行(jV）・ワ行(wVルア行(二重母音・長母音の後半部）
のものに限られることである。そして、琉球諸方言の諸処で、これらの単語は語頭に長母音
音節を有する。したがって、その語頭長母音音節にｃ型のアクセントが関係していることは
間違いない。体言一前稿の特に(１０)と(15)を参照一と共通する現象である。
その語頭長母音音節は佐仁方言の多くの単語で短母音化しているが、「扇ぐ、泳ぐ、通る」
だけは長母音のままで現われている。この条件は十分に明らかではないが、（14)の範囲内で
は、語頭の２拍の母音が＊a-u、＊o-oの場合である。
ともかく、語頭に長母音を含む形がＣ型アクセントをもつことは、Ｃ型が「語頭長母音音
節」と相関しているのであって、「長母音の短縮」と相関しているのではないことを示して
いる。したがって、佐仁方言のＣ型アクセントは長母音の短縮によってはじめて生じたもの
ではない。
（12)で取り上げた「言う」のアクセント交替も、この観点から捉えることができる。すな
わち、ｃ型アクセントで出る活用形は、終止形の他、
「言わない、言いたい、言うな、言えば、言え、言おう」
と、いずれも語頭長母音音節を形成する上記の要件を満たすものばかりである。それに対し
て、Ａ型アクセントを取る形は、
「言った、言ったり、言って、言っている」
の完了形系列の活用形で、これらは＊'i-(あるいは，it-?)という形に由来するものと考えら
れる。
次の「痩せる」は、＊jaseNに直接対応するかなお検討を要する点があるが、他の諸方言
で語頭音節に長母音を有する単語であり、それと対応することは疑いない。例えば、喜界島
諸方言の「je｣:｢ju｣ｉ等(上野・西岡敏1994:219)や、徳之島浅間方言のｊＥ:ｊｕ｢Ｎ(拙論
1977201）などを参照。
「生まれる」の「Ｍａ｣reNも、やはり語頭の２拍の融合によって生じた形である。
２拍目の鼻音の前に，i-/，u‐が存在する環境
で起こったもので、体言の「馬」の「Ｍａ」などと並行する現象である。
問題は「見る、来る」である。Ｃｆの後の語形と結びつけられそうであるが、一方で「す
1５－
る」は同じ条件を満たしていながらＡ型を取るので、さらに検討が必要である。これだけで
あれば、「する」の側の問題と言えるかもしれないが、「見る、来る」は、その活用形のアク
セントにも説明を要するものが残っている。
「見る」は、（13)のnjuN｢ml、njuN｢njaに基づけば、古くはむしろＢ型の
＊nju｢Ｎ「
であったと期待されるところである。同様に、「見ない」もnjaN｢､ａから
＊nja｢Ｎ「
が推定きれる。さらには命令形や勧誘形もそうであった可能性がある。
(2)の体言の状態が２拍語Ｂ型の欠落を正しく反映しているとすれば、２拍語Ｂ型が規則
的に他の型に変化したという可能性も考えられるが、音声的にはむしろＡ型に移行する方が
自然である。また何よりも、形容詞では「ない」が２拍語Ｂ型として存在することが難点と
なる。出発点として仮定したＢ型が、何故この動詞にだけ見られるのかという問題も残る。
「来る」は、語頭無声拍形とおそらく終止形は良いとして、否定形以下の形は
＊ｋｏ:－
という長母音形をもっていたように見える。
「する」は終止・連体形の他に、完了形系列のｃ型の由来が問題になる。これを「した、
して」で代表きせると、「sja、「sjiは、
＊｢sjiota｣、＊｢sjiote」
の段階でＣ型アクセントを取り、その後で語音がそれぞれ「sja、「sjiに変わった可能性が
ある。テイル形の「sju｣Ｎは、その「sjiにｗｕＮが付いて二次的に形成きれたものであろ
うく注14>・
「届く、屈む」の形の由来は現段階でははっきりしない。
以上のように、一部に未詳の点は残っても、語頭長母音音節とＣ型アクセントとの密接な
関係は明らかであるが、他の諸方言で同じく語頭に長母音音節をもつ単語でありながら、佐
仁方言ではＡ型のアクセントで現われるものがある。（16)の単語がそれである。嶺田氏は、
Ｃ型の｢，o:｣juN(会う）などの存在も知っており、その上でこれを他方言の形と認定する。同
様に前田氏も、佐仁の古い形は，a｢ju｣Ｎで、今は「，o｣juN,｢,oju｣Ｎと言う、としている。
(16）類似の音環境のＡ型語彙
２ｍ買うｈａ｢ju｣Ｎ
２ｂｌ結う ｊｕ｢ju｣Ｎ(髪を）
２Ｍ合う(会），a｢juN
２ｂ２絢う、a｢ju｣Ｎ
－１６－
､u｢juN
pa｢ju｣N
juEjuN
2ｂ２縫う
2ｂ２這う
2ｂ２酔う
これらは、「-う(ふ)」に終わる２拍４段動詞の中でく注13>、
‐awi-、‐uwi-(ないし-aji-、‐uji-）
に対応する形である。この環境では、佐仁方言では長母音化しなかったものと認められる。
ただし、「酔う」は長きとアクセントに関して例外である。「ゑふ」との対応から＊jewi-
を考えてもＡ型アクセントの説明がしがたく、借用語である可能性が高い。
他に、現段階では説明のつかない終止形として、
ｍＥ｢:Ｎ(燃える)、ｋａ｢:rjuN(代わる川ｎｏ｢sjuN(直す)、ｎｏ｢rjuN(直る）<注15〉
がある。「代わる」は語音がｏ：でなくａ：であるところから見ても借用語に違いない。
ところで、(6)に見たように、語頭音節に長母音を有する単語には、Ｃ型のみならず、Ａ
型のアクセントもある。それを(17)に示す。
(１７）語頭長母音音節をもつＡ型動詞
３ａｌ開ける(明），e｢:Ｎ
３ａｌ欠けるｋＥ｢:Ｎ(mが）
３ａｌ負ける、Ｅ｢:Ｎ
３ａ２掛けるｋＥ｢:Ｎ
３ａ２分けるｗＥ｢:Ｎ
３bｌ送る,u｢:rjuN(人,物を）
３ｍ沸かすｗａ｢:sju｣Ｎ
３ｂ２起こす,u｢:sjuN
３ｂ２懸かるｋａ｢:rjuN
３ｂ２遣すｎｏ｢:sju｣Ｎ
３ｂ２残るｎｏ｢:rju｣Ｎ
３ｂ２計る ｐａ｢:rju｣Ｎ
４ａ２分れるｗａ｢:rlN
３bｌ捜す.ｔu｢:rjuN(とめる）
３ｂｌ積もるｔａ｢:rjuN(溜まる）
３ｂ２余る，a｢:rjuN
３ｂ２思う，o｢:ju｣Ｎ
－１７－
no｢:rjuN3bｌ昇る
これからは、いずれも非狭母音に挟まれた-k-，－ｍ-が脱落することによって生じた形で
あるく注16>・（｢昇る」のみ-b-であるが、-,-に準ずるものであろう｡）
このことは、これらの-k－，－ｍ-の脱落が、＊ｗａ｢kasjuN(沸かす)、＊ta｢marjuN(溜まる)な
どでＡ型アクセントが固定した後の段階で、アクセントを保持したまま生じたことを物語る。
すなわち、－k-,-ｍ-が脱落して長母音が生じても、アクセントには何ら影響を及ぼさな
かったことになる。
以上の２種類の長母音化の相対年代は、Ｃ型アクセントと関係する語頭での長母音化の方
が先に起こり、その後で-k-,-ｍ-が脱落したものである。
８．２形容詞
形容詞も、動詞と同じ原則で扱うことができる。（１８)のＣ型語彙は、Ｃｆの後の形と比べ
ることにより、語頭の２拍の融合が起こっていることが分かる。語頭無声拍条件もまた同じ
く適用されている。
(18）Ｃ型形容詞語彙とその対応形
３k２臭い「kuosa｣kａ
３k２近い「cjioKja｣kａ
３ｋ２深い「puoka｣kａ
３kｌ遠い「tuUka
３k２青い「,o:｣kａ
３k２強い「Cjuuka
３k２早い「pEUka
３k２旨い「Ｍａ｣kａ
３k２大い「Ｍａ｣gEka(,｢Ｍａ｣klosaも）
４k２短い「'ik｣Kjaka
Cf．＊towoka
cf．＊'awoka
cf.＊tujoka
cf.＊pajaka
cf．＊，umaka
cf．＊'umageka？
cｆ＊'izjikaka(沖縄古語大辞典「いぢかさ｣）
一方、語頭長母音音節をもっていながらＡ型で出る単語は、やはり－k-，－，－の脱落に
よって生じたものである。（19)で「赤い」と「甘い」が同形になっていることに注意。
(19）語頭長母音音節をもつＡ型形容詞
３kｌ赤い ，ａ｢:ｋａ
３k２高い ｔａ｢:ｋａ
1８－
wanka
wo｢:ka(おかしい）
,a｢:ka[=赤い］
Kjo｢:guruka(肝苦しい）
，o｢:sjuruka(面白い）
3Ｍ若い
4kｌ怪しい
3kｌ甘い
4kｌ悲しい
4Ｍ楽しい
これらも、動詞と同様、ｃ型を作り出す変化の後に生じたものと考えられる。
以上、用言においても、語頭無声拍および語頭の２拍の融合という分節音連続からＣ型ア
クセントが生じたであろうとする仮説を述べた。この仮説は、Ｂ型を含む全体のアクセント
体系の中にしかるべく位置づけて、なお考察を進める必要がある。
［注］
<l〉前田氏には、そのアクセントに確認を要する項目がいくつかあるほかに、氏の方が１世
代高齢であるにもかかわらず、１段活用動詞や語中のマ行子音などに、
「FE:rju｣Ｎ(開ける)、ＸＥ｢:rju｣Ｎ(掛ける）；Ｋｕ｢mju｣Ｎ(汲む)、，a｢mju｣Ｎ(編む）
など、嶺田氏が本来の佐仁方言ではない－ヨソジマの言い方である－と認定する形がいろい
ろ出てくることにもよる。昭和20年以降ずっと住んでいた名瀬方言の影響を強く受けたもの
かもしれないが、故人となられた今となっては確かめる術がない(配偶者は笠利町大笠利出
身)。
その一方で前田氏は、
ｊａ｢w-Irju｣Ｎ(止める)、ｓａ｢w-Irju｣Ｎ(覚める)、「KO~:rjuN(曇る）[KO~｢:rjuNか?］
などにおいては、－ｍ-が-ｗ－に変化する前の、鼻音化した-Ｗ－－の形をもつ項目があるなど、
鼻音要素を完全に落としている嶺田氏よりも古い－面も見せている。
<2〉前稿p､32で「口」と同じアクセントにまとめておいた「草、糞」の２語は、それぞれ
予想どおり、「kuocji」と同じ、
「kuosa｣、「kuosu」
であることが、その後の調査で確認できた。したがって、「○○｣,○｢○」とした型の後半
の○｢○」の部分は除いて良いことになる。これは前稿の解釈に取り込み済みで、解釈自体
には何ら変更が生じない。
なお、そのｐ､45でｐｕ｡｢ta＝とした「蓋」も、実はこのグループに属するものであった。
この場を利用してこれを
「ｐｕｏｔａ」
と訂正する。
１９－
<3〉平山氏があげているこの“尾高型(平板的)''動詞のうち、ｐａ｢ju:Ｎ(始める）という形は、
嶺田氏は知らないという。また、，u｢durucjuN(驚く）とあるのは，u｢durukjuNで、‐cjuNで
は「驚いている」意になるはずである(嶺田氏は佐仁本来の形を，u｢durusjuNとするが、
-cjuNも可能である)。
<4〉終止形以外では、一部の動詞に１拍語形が現われる。表２の「言う、する」を参照。こ
れらも、２拍語形から
,ｉｅ＞，ｉｉ＞，i(言え)、，iwo＞,ijo＞，jo(言おう）
sjita＞sja(｢下｣も同じ)、sjite＞ｓｊｉ
の音変化によって新しく生じた形である。ｓｊｉは中止形のシそのままの形ではない。
<5〉（一般)終止形には-Ｎ以外に、‐ｒｉに終わる形もある。-N形がこれから行なう動作や
一般的な事柄を表わすのに対して、‐ｒｉは状態を表わすようであるが、‐ri形は「巻いてい
る」などの継続相終止形(masjuri/masjuN－これは-riも自然に出やすい)と意味的に近いた
めか、話者自身の説明もよく混乱を起こした。一般終止形の‐ｒｉは使わない、と否定され
ることもしばしばあった。
結局、時間の都合もあって、‐ｒｉは避けて聞くようにした。－Ｎであれば、まず問題なく
どれでも現れる。表２の活用形では、他に‐ｒｉが併用で得られたところもそれを示さず、
(｢起こす｣を除き)-Ｎに統一して掲げた。
平山他(1966:212-214)は、（一般)終止形に‐Ｎと‐ｒｉの両形を認めている。また、服部
四郎他(1959:419)が取り上げている動詞は３語で、jujuN(読む)、wuri(居る)、，ari(ある）と
なっている。中本正智(1990:442)も両形ありとしている(現地調査では、中本データは右元
光彦1996が引用しているものを利用した)。
これらの先行研究に照らし合わせて見れば、嶺田氏においては、‐ｒｉの用法が限定きれる
方向にあると考えられる。中本氏は、「書いた」などの過去形(過去終｣l二形)にも‐ri形の
kacjariなどを出しているが、嶺田氏はこれを「書いたり」などの意にしか取らない。中本
氏の対象世代は不明であるし、「書いたり」の記載がなく「書いた」と同形であったという
確かな保証もないが、これも‐ｒｉの用法の狭まりを示す可能性が高い。
なお、佐仁方言では、5.2節で述べるように、他方言の‐cj‐に対して一sj‐が現われる。
そのために、語幹が－ｓに終わる動詞は、一般終止形と継続相終l上形とが、‐sj-と‐cj-と
で区別きれずに、共に‐sj-になる。多くの場合、話者は両形が同じであると答えるが、項
目によっては、片や－sjuN、片や－sjuriだとするものがあり、同一項目でも調査時によっ
て答えが揺れることがあった。
おそらく、これは同形であるのが本来であるが、上に述べたように－ｒｉは主に継続を表
わすところから、頭の中で同音衝突を解消すべく、このような内省が生ずるものと考えられ
る。
－２０－
く6〉-Ｎの下降が言い切りにおいてのみ見られ、連体形では現われないことから、昇り核を
もつ諸方言で私が主張してきた「言い切り／接続」の区別一話し手の気持ちにかかわる－で
ある可能性があるが、調査時の感触としては、喜界島方言や岩手県雫石方言などほど一貫し
たものではないと受けとれた。
なお、この‐Ｎが下がることが、通時的にｗｕＮの融合による成立を反映したものであ
る可能性も検討する必要は残っているが－継続相に‐｣Ｎが出やすいことも参照一、仮にそ
うであったとしても、共時的には、もはや意味をもっていないものと考える。
ちなみに、－(｣)Ｎのユレは前田氏においても観察きれたが、氏の場合は、，a｢garju｣Ｎ（上
がる)のように、多くの場合一Ｎの下がる形を記録してある。
<7〉Ｃ型における下降の遅れは、改まらない発音では、他の環境でも観察きれることがある。
例えば
「turju｣Ｎ(通る)、「porakasju｣Ｎ(乾かす）
なども嶺田氏の発音で記録してある。しかし、問い直すと、
「tu:｣rjuN、rpo｣rakasjuN
で固定化する。そして、rturju｣Ｎなどは他方言の形であると答える。また、‐、ｌが続く質
問形では、
「kjuNml(来ましょうか)、「tu:rjuNml(通りましょうか）
のように、下降がまったく現われない例も出ている。この形は、質問のイントネーションが
被きり、－，１の中で軽い上昇が起こる。
ちなみに、前田氏は、
「turju｣Ｎ、「porakasju｣Ｎ、「KEsju｣Ｎ(消す）
のように、多くの場合一｣Ｎの形で答えているが、
「Ke｣rjuN(消える)、「kE｣rjuN(替える）
としている項目もある。
<8〉「多い」は、対応からは(むしろ平山氏の記述のように)Ｃ型が予想きれるところである
が、嶺田氏の答えは、間を置いた数回の確認調査においても一貫して変わらない。拙論
(l996c)の調査などから考えて、これは借用語の可能性がある。
<9〉もっとも、平山他(1966:214)によれば、佐仁など笠利町北部の方言は‐cjaで、同町南
部の方言の－sjaと対立する、とあり、逆になっている。
<１０〉これは再調査の結果を記したものであるが、最初の調査では、一部に‐cjakaも記録
してある。前稿p､35のnjicja｢ka(見たい）はそれに当たる。
<11〉タ行動詞の活用形は、促音の有無に関してかなりの揺れが見られる。調査時によって
も話者の答えが一定しない。あるいは、その-cj-は、もともと促音を含む形に由来するもの
かもしれない。テイル形の２つも、安定した固定的な形ではない恐れがある。例えば「煮て
－２１
いる」は、「見ている」との対比を意識したものかもしれない。注5の後半や注10も参照。
<12〉勧誘形の語末母音の長ざは一定していない。その時に込められた感情によって左右き
れるものと観察された。記録のままに記したが、おそらく短母音形にまとめて良いものであ
ろう。
<13〉この点で、「追う」はなお検討の余地があるが、Ｃ型アクセントを取ることから母音の
違いを重視する立場を取っておく。
<14〉ただし、sju｢Ｎ(する)と「sju｣Ｎ(している）も、調査中に時に答えが混同・混乱するこ
とがあった。両形の意味は、共通語訳から推定するよりもかなり重なっているものかもしれ
ない。進行相には、代わりに「sji:｣kataなども用いられる。
<15〉参考までに、これらに対する前田氏のデータも示しておく。
ｍＥ｢:rju｣Ｎ(燃える)、「kErju｣Ｎ(代わる）；ｎｏ｢sju｣Ｎ(直す)、ｎｏ｢rju｣Ｎ(直る）
である。「代わる」以外は、事実上嶺田氏と同じで、やはり例外をなす。その「代わる」も
誘導によって得た形であり、信頼性に不安が残る。
<16〉-,-の脱落そのものは、ＣＩ｢ju｣Ｎ(積む)など、狭母音に挟まれた環境でも起こってい
るが、その場合は長母音を産み出してはいない。名詞語末のミは、
，a｢Ｎ(網)、ｊｕ｢Ｎ(弓)、Ｘａ｢gaN(鏡）
のように、-Ｎで出る。
［引用文献］
有元光彦(1996）『琉球諸方言の動詞活用形の研究：データ編一奄美方言一』（科学研究費研究成果報告
書）
上野善道(1977)｢徳之島浅間方言のアクセント(1)｣岩手国語学会国語学論集刊行会『小松代融一教授退
職．島稔教授退官記念国語学論集』、220-188[=1-33］
上野善道(1996a)｢奄美大島佐仁方言のアクセント調査報告一名詞の部一」『琉球の方言』20,26-57
上野善道(1996b)｢奄美大島笠利町諸方言の名詞のアクセント資料」『アジア・アフリカ文法研究』
24,149-261
上野善道(1996c)｢名瀬市芦花部方言の用言のアクセント」『平山輝男博士米寿記念論集日本語研究諸領
域の視点』、明治書院、1102-1127
上野善道・西岡敏(1994）「喜界島方言の用言のアクセント資料」『アジア・アフリカ文法研究』
22,161-312
沖縄古語大辞典編集委員会(1995）『沖縄古語大辞典』、角川書店
中本正智(1990）『日本列島言語史の研究』、大修館書店
服部四郎・上村幸雄・徳川宗賢(1959）「奄美諸島の諸方言」九学会連合編『奄美』、日本学術振興会、
403-432
平山輝男他(1966)＝平山輝男箸、大島一郎・中本正智共著『琉球方言の総合的研究』明治書院
[付記］お二人の話者、とりわけ嶺田為雄氏に厚く御礼申しあげる。この調査は文部省科学研究費の
－２２－
奨励研究(1979,80)と一般研究(C)('94,95,96)によって行なったものである。データの入力には、東大
大学院の西岡敏氏の助力を得た。同氏からは沖縄方言の古語形の指摘も受けた。整理には、福井玲氏
および田野村忠温氏が作成したソフトをそれぞれ利用した。
(うわのぜんどう・東京大学教授）
－２３－
佐仁方言の動詞~終止形
類項目類項目
2aｌ着る
2aｌ煮る
2aｌ寝る
2ａ２見る
2ｂｌ開く（明）
語形
CI｢rju｣Ｎ(吊る）
tu｢bju｣N
na｢kju｣N
na｢kjuW
na｢rju｣N
nu｢gju｣Ｎ(脱ぐ）
､u｢rju｣N
nu｢rjum
pa｢rju｣Ｎ
｢piokju(｣)Ｎ
｢puokju(｣)Ｎ,nu｢gajuN
nu｢gujuN(拭う）
pu｢rjuN
ma｢kju(｣)Ｎ
ｍｕ｢kjuN
mu｢ju(｣)Ｎ
ｍｕ｢rju｣N
ja｢kju(｣)N
ju｢ju｣Ｎ(髪を)[sicJ
ju｢bju｣N
ju｢rju｣Ｎ
ｗａ｢kju｣Ｎ，
｢puoki｣zjiN(吹き出る）
ｗａ｢rju｣Ｎ
，a｢juN
(｢，o:｣juＮは他集落）
，a｢ju｣Ｎ
'u｢cju｣Ｎ
，u｢juN,，u｢Nnu-，i｢zjiN
(膿が出る）
ｗｕ｢rju｣Ｎ
語形
Ｋｉ｢rju｣Ｎ
ｎｊｉ｢rju(｣)Ｎ
ｎｌ｢burju(｣)Ｎ(眠るも同）
「nju(｣)Ｎ
，a｢kjuN
nju(｣)Ｎ
，i｢kju｣Ｎ
，i｢rju｣Ｎ
，u｢rjmN
r，u｣juN
cf'u｢islklN(追い付ける＝
追いかける）
，u｢kju｣Ｎ
，u｢slnasju｣Ｎ
，u｢rju｣Ｎ[sic.］
ｈａ｢ju｣Ｎ
ｈａ｢rasju｣Ｎ
ｈａ｢rju｣Ｎ(稲を)，
Ｋｉ｢rjuN(草を）
「kiokju(｣)Ｎ
Ｋｕ｢ju｣Ｎ
「Ke｣sjuN[sic.］
ｓａ｢kju｣Ｎ
「sjiokju(｣)Ｎ
ｓｊｉ｢nju｣Ｎ
ｓｕ｢ju｣Ｎ(息を）,､u｢juN
（その他一般.飲む）
「CIokju(｣)Ｎ[sic.］
ＣＩ｢gju｣Ｎ
ＣＩ｢ju｣Ｎ[sic.］
「Kwa｣sjuN(魚.食わす)，
2bｌ飛ぶ
2ｂｌ泣く
2ｍ鳴く
2ｂｌ鳴る
2ｂｌ抜く
2ｂｌ塗る
2bｌ乗る
2bｌ張る
2bｌ引く
2bｌ拭く
》
７
く
る
る
う
一
一
一
一
回
行
入
売
追
１
１
１
１
１
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
２
２
２
２
２
る
く
く
む
る
く
う
ぶ
る
く
振
巻
向
操
盛
焼
結
呼
寄
湧
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
く
す
る
う
す
る
置
押
織
買
貸
刈
１
１
１
１
１
１
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
２
２
２
２
２
２
く
む
す
ぐ
く
い
う
問
汲
消
咲
敷
死
吸
１
１
１
１
１
１
１
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
２
２
２
２
２
２
２
2ｂｌ割る
2ｂ２合う (会）
2ｂ２編む
2ｂ２打つ
2ｂ２膿む
2bｌ突く
2bｌ継ぐ
2ｍ積む
2ｍ釣る 2ｂ２折る
－２４－
ｋａ｢kju(｣)Ｎ
ｋａ｢cjum
Ki｢rjum
ka｢ju｣Ｎ(噛む）
Ｋｕ｢ju｣Ｎ
(釘を踏み抜く意も）
ｈｕ｢gju｣Ｎ
ｓａ｢kju｣Ｎ,sa｢:kju｣Ｎ(引
き裂く．「ざばく」に対応?）
「CIokju(｣)Ｎ(突く）[sic.］
ma｢kju(｣)Ｎ
ｍａ｢cjuN
mu｢sju｣Ｎ
ｍｕ｢cju｣Ｎ
ｍｕ｢rju｣N
ju｢:juN[sicJ
ju｢ju｣N
wum
sju｢Ｎ
｢kju(｣)Ｎ’
'０｢:ｗｕＮ(尊敬語）
'a｢Ｎ
，e｢:Ｎ
(FErjuNは他集落）
'ａ｢91Ｎ
，ａ｢tiN，
，a｢tarasjuN(当たらす）
'ａ｢rlN
，i｢ri｣N
nwl(｣)Ｎ[sic.］
，u｢saju｣Ｎ
｢ＸＥ(｣)Ｎ[sic.]，
tu｢riXEN(取り替える）
kEEN(mが）
ｈａ｢rlN
｢Ke(｣)Ｎ[sicJ
ku｢SIN[sic.]，
Ki｢rasjuN(着らす）
ＫｕｒｒｌＮ
ｓｕｒｗＩＮ
｢sloKI」N
nu｢91｣Ｎ[sicJ
｢sjioTa｣rjuNcf.浸す
､u｢sl(｣)Ｎ
く
つ
る
う
む
書
勝
切
食
組
２
２
２
２
２
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
２
２
２
２
２
く
つ
す
つ
ろ
う
む
る
る
る
蒔
待
蒸
持
漏
酔
読
居
為
来
２
２
２
２
２
２
２
３
１
２
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｃ
ｄ
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
2ｂ２漕ぐ
2ｂ２裂く
2ｂ２刺す
<新>sa｢sju｣N
sl｢rju｣Msic.］
ta｢Cju｣Ｎ
｢slokju(｣)Ｎ，
｢CIokju(｣)N
ti｢rju｣N
tu｢gju｣N
tu｢rju(｣)N
na｢ju｣N
na｢rju｣N
nu｢juN
(､u｢:ju｣Ｎは他集落）
､u｢gju｣Ｎ
？
､u｢jmN
pa｢ju｣Ｎ
｢po｣kjuMsic.］
pa｢kju｣Ｎ
ｐa｢gju｣Ｎ
｢puokju(｣)Ｎ
ｐu｢rjuN
pu｢sjuN[sic.］，
｢ho｣rakasjuN
pu｢rjuN
2ｂ２剃る
2ｂ２立つ
2ｂ２着く
2ｅ２有る
3ａｌ開ける(明）
3ａｌ上げる
3ａｌ当てるる
ぐ
ろ
う
ろ
う
照
研
取
絢
生
縫
２
２
２
２
２
２
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
２
２
２
２
２
２
3ａｌ荒れる
3ａｌ入れる
3ａｌ植える
3ａｌ埋める
3ａｌ替える
ぐ
る
む
う
く
く
く
く
る
す
脱
練
飲
這
掃
吐
剥
吹
降
干
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
3ａｌ欠ける
3ａｌ枯れる
3ａｌ消える
3ａｌ着せる
3ａｌ暮れる
3ａｌ染める
3aｌ漬ける
3ａｌ抜ける
3ａｌ濡れる
3aｌ載せる2ｂ２掘る
－２５－
｢puoKu｣rlN(ふくれる）
mEEN
ma｢ｇｌＮ
ｍｕ｢ｓｌＮ
ｍＥ｢:Ｎ
｢jeN
ja｢ｗｌＮ，
，u｢kjuN(仕事を）
ju｢sI｣Ｎ
，i｢ＫｉＮ
'i｢zji｣N
xOu｢waka=弱い,など）
，ｏ｢ｋＥＮ,，ｕ｢kl｣N
nuc｣Cjuna｢rju｣Ｎ
(年寄りになる）
'u｢wlN[sic.］
，ｕ｢tiN
'ｕ｢rlN
kE｢:Ｎ
｢KwE(｣)Ｎ
ｐo｢deN(成長する意も）
sa｢glN
sa｢wlN
sju｢wuN(棒を)，
mak｢Kju｣Ｎ(縛る,結ぶ意）
sl｢gju｣Ｎ[sicJ
X
ta｢ti｣N
ta｢rlN
CI｢ｗｌＮ
ｔｕ｢ｋｌＮ
ｎａ｢91｣N
na｢ｄｌＮ
ｎａ｢ｗｌ｣Ｎ
ｎａ｢rlN
tu｢bjagarju｣Ｎ
(飛び上がる),pa｢ｎｌＮ
ｐａ｢rlN
bu｢rju｣Ｎ(攻撃的に）
hu｢WIN[sic.］
nja｢:rlN[sicJ
nji｢sjiN
jo｢ｄＥＮ
ｗＥ｢:Ｎ
，a｢garju｣Ｎ
，a｢slbjuN
，a｢tarju｣Ｎ
'a｢raju｣Ｎ
，a｢rasju｣Ｎ
，u｢kjuN，
,u｢kabju｣Ｎ<新〉
，u｢taju｣Ｎ
，u｢:rjuN(人,物を）
，u｢dukasju｣Ｎ(驚かす）
ｗｕ｢durju｣Ｎ
，o｢warjuMsl｢juN(希．
済む.過去形sl｢daは使）
｢，usl｡｣kjuN，
,usl｡｢kjuN
X
ka｢zarju｣Ｎ
｢tuUrjuN(通る）
ka｢:rjuN
Ku｢dasju｣Ｎ(下痢）
Ｋｕ｢darju｣Ｎ
｢pioKu｣juN(引っ込む）
sl｢juN(住む)，
Ｋｕ｢rasjuN
3ａｌ腫れる
3ａｌ負ける
3ａｌ曲げる
3ａｌ咽せる
3ａｌ燃える
3ａｌ痩せる
3ａｌ止める
3ａ２馴れる
3ａ２跳ねる
3ａ２晴れる
3ａ２吠える
3ａ２誉める
3ａ２見える
3ａ２見せる
3ａ２茄でる
3ａ２分ける
3ｂｌ上がる
3ｂｌ遊ぶ
3ｂｌ当たる
3bｌ洗う
3ｍ荒らす
3ｍ浮かぶ
3ａｌ寄せる
3ａ２生きる
3ａ２出る
3ａ２飢える
3ａ２受ける
3ａ２老いる
3ａ２起きる
3ａ２落ちる
3ａ２下りる
3ａ２掛ける
3ａ２肥える
3ｂｌ歌う
3ｍ送る
3bｌ威す
3bｌ踊る
3ｂｌ終わる3ａ２下げる
3ａ２覚める
3ａ２締める 3bｌ屈む
3ａ２過ぎる
3ａ２攻める
3ａ２建てる
3ａ２垂れる
3ａ２詰める
3ａ２解ける
3ａ２投げる
3ａ２撫でる
3ａ２舐める
る
す
む
ろ
う
わ
す
る
む
ら
囲
飾
通
代
下
下
窪
暮
１
１
１
１
１
１
１
１
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
３
３
３
３
３
３
３
３
－２６－
pu｢sagjuMsic.］
<‐>防ぐ
'ucji｡｢kurusjuN(強調)，
sji｢nasjuN(死なす）
tu｢:rjuN(とめる）
sa｢dorjuN(手探りで）
｢ho｣rakasjuN(米を)，
pu｢sju｣Ｎ(反物を)，
sa｢rasju｣Ｎ(新?）
sji｢Nkju｣Ｎ
｢sloKu｣juN
'ak｢Kju｣Ｎ(歩く）
Cji｢gjajuN
Cji｢rasjuN，
｢poc｣CjirasjuN
｢sloKa｣juN
CI｢zlkjuN
cl｢nagjuN
ta｢:rjuN(溜まる），
Cl｢worjuN
tu｢basjuN
na｢rasju｣N
na｢rabjuN
mi｢Ngju｣Ｎ，
nji｢girju｣N
nl｢burju(｣)Ｎ(寝るも同）
no｢:rjuN
pa｢KubjuN
pa｢zlsju｣Ｎ
ｐi｢raju｣Ｎ[sic.］
｢kuosa｣gjuN[sicJ
ma｢garjuN
ma｢CIrju｣N
mi｢gakju(｣)Ｎ
3bｌ削る 3ｂｌ向かう
3bｌ貰う
3bｌ譲る
、u｢kaju(｣)N
ji｢rju｣Ｎ
ｗＥ｢:Ｎ(分ける），
｢'o｣ＳＩＮ(差し上げる意）
ｗａ｢:sju｣Ｎ
ｗａ｢tarju｣Ｎ
ｗａ｢raju｣Ｎ
｢'ougjuN[=泳ぐ］
，a｢:rjuN
'i｢sjogarjuN(急がる）
'u｢rajuN
，i｢rabju｣Ｎ
，u｢gajuN
'u｢:sjuN
(FIsjuNは他集落）
'o｢:ju｣Ｎ[sic.］
｢，o:｣gjuN[=扇ぐ］
，u｢rusjuN
ka｢:rjuN
｢tuUrjuN(通る）
ha｢burju｣Ｎ
｢ho｣rakjuN[sicJ
Ku｢zlrasjuN
Ku｢worjuN[sicJ
sa｢garjuN
sji｢burjuN
nl｢zlrlN(欠食も）
sl｢dacjuN
｢to｣sjuN，
3bｌ殺す
3bｌ捜す
3ｍ探る
3bｌ晒す
す
す
か
る
う
ぐ
る
ぐ
む
ぶ
む
こ
沸
渡
笑
扇
余
急
恨
選
拝
起
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
す
む
う
む
う
ら
沈
掬
進
違
散
１
１
１
１
１
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
３
３
３
３
３
3bｌ使う
3bｌ続く
3bｌ繋ぐ
3ｂｌ積もる
す
る
る
壱
う
ぐ
ろ
か
、
７
る
く
す
ろ
が
る
る
つ
す
思
泳
下
懸
叶
被
乾
崩
曇
下
絞
滑
育
倒
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
3ｂｌ飛ばす
3ｂｌ鳴らす
3ｂｌ並ぶ
3bｌ握る
眠る
昇る
運ぶ
外す
拾う
塞ぐ
曲がる
祭る
磨く
１
１
１
１
１
１
１
１
１
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
３
３
３
３
３
３
３
３
３
ma｢NgerasjuN(転ばす意）
ta｢NbjuN
mi｢Ngju｣Ｎ
｢sloKu｣rjuN
CIrNbju｣Ｎ
む
む
る
む
頼
掴
作
包
２
２
２
２
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
３
３
３
３
－２７－
｢tuUrjuN
tu｢garju｣N
tu｢dukjuN，
｢'ik｣KjarjuN(品物が）
no｢sjuN[sic.］
no｢rjuN[sic.］
､a｢gasjuN
na｢garasju｣Ｎ(流らす）
､a｢rajuN
nI｢gurju(｣)N
nu｢gajuNnu｢gujuN
nu｢suju｣Ｎ[sic］
ta｢Nbju｣Ｎ(頼む)か
no｢:sju｣Ｎ[sicJ
no｢:rju｣N
nu｢basjum
pa｢:rju｣Ｎ
ｐa｢sajuN[sic］
pa｢sjirju｣N
pak｢Kju｣Ｎ
ｐa｢rajum
pa｢naju｣Ｎ[sic.］
｢PioKja｣rjuMsic.］
｢sjioTa｣rasjuN
｢puoKu｣juN[=葺く］
｢puosa｣gjuN<->削る
｢KwE(｣)Ｎ(肥える)，
po｢de｣Ｎ(生育する意も）
ｍａ｢zjirju｣Ｎ
<希>ｍａ｢morju｣Ｎ
?(道はマチガエル）
mo｢dorjuN[sic］
ja｢sljuMsic.］
no｢gorasjuN，
<新>ju｢rusjuN
，ak｢Kju｣N
haku｡｢sjuN
'i｢rju｣Ｎ(イル=2bl）
，a｢burlN(あぶれる）
，u｢saju｣Ｎ
｢Ｍａ｣ｒｅＮ
ｎ｢Kurl｣Ｎ[sic.］
ha｢tawlN[sicJ
na｢rablN
pa｢zjiwuN
pa｢zlrlN
｢ｐｕｏＫｕ｣ｒｌＮ
ｗａ｢slrl｣N
wu｢sawIN(税金を）
，ｏ｢ｂＥＮ
Ｋｕ｢zlrl｣N
sji｢rablN
ta｢zlnl｣Ｎ
ｎａ｢garlN
mi｢zjarl｣N
ja｢burl｣Ｎ
ｗａ｢:rlN，
3ｂ２通る
3ｂ２尖る
3ｂ２届く
3ｂ３歩く
3ｂ３隠す
3ｂ３入る
4ａｌ溢れる
4ａｌ埋める
4ａｌ生まれる
4ａｌ後れる
4ａｌ固める
4ａｌ並べる
4ａｌ始める
4ａｌ外れる
4ａｌ脹れる
4ａｌ忘れる
4ａ２納める
4ａ２覚える
4ａ２崩れる
4ａ２調べる
4ａ２尋ねる
4ａ２流れる
4ａ２乱れる
4ａ２破れる
4ａ２分れる
3ｂ２直す
3ｂ２直る
3ｂ２流す
す
む
く
う
ろ
う
む
う
す
る
ば
る
む
る
じ
う
ら
る
す
む
ぐ
る
習
濁
拭
盗
願
遣
残
延
計
挟
走
弾
払
は
光
浸
含
防
肥
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
pa｢gareN(離婚.ハガレル）
，u｢tagaju｣N
ha｢sanarju｣N
ha｢tarjuN
pa｢zjiwarjuN
pa｢tarakju｣Ｎ
，asl｡｢karjuN
,a｢CIwarjuN-m-も
tasl｡｢KarjuN
ju｢rukuju｣Ｎ
4bｌ疑う
4ｂｌ重なる
4ｂｌ固まる
4ｂｌ始まる
4bｌ働く
4ｂ２預かる
4ｂ２集まる
4ｂ２助かる
4ｂ２喜ぶ
るじ
ろ
、
７
る
む
す
交
守
迷
戻
休
許
２
２
２
２
２
２
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
３
３
３
３
３
３
－２８－
佐仁方言の形容詞終止形
類項目
3Ｍ苦い
3Ｍ早い
3Ｍ低い
3Ｍ広い
語形
gja｢ka[sic.］
｢ｐＥＵｋａ
ｍａ｢ruka[sicJ
pi｢ｒｕｋａ
(<->，i｢baka=狭い）
「ｐｕｏｋａ｣ｋａ
｢Ma｣gEkaJMa｣klosa
pu｢ｒｕｋａ
ｐｕ｢sja
jasl｡｢ka
waEka
wa｢ｒｕｋａ,was｢ｓａ
ｍａ｢ruka
ju｢ｗａｋａ
(ひもじい意も）
ｗｏ｢:ka(おかしい）
Kjo｢:guruka(肝苦U
jasl｡｢ka[=安い］
ho｢:raka(誇らしい）
ｋｏ｢ｐＥｋａ
ｔｏ｢denaka(徒然ない）
ｓｌ｢ｄａｋａ
'o｢:sjuruka(面白い）
'a｢raka(荒い）
'a｢:gatuN(動詞）
ha｢naka(かなしい）
ｋｏ｢:ｔｅｎａｋａ
ｗｏｒｋａ
ｊｅｓ｢sja
'i「ｋｉｒａｋａ
'i「ｎａｋａ
語形
nem
jic｢Cja
，ａ｢:ｋａ
，ａ｢saka
，aCji｡｢Ｋａ
，a｢:ka[=赤い］
，ａ｢raka
，ｕ｢ｂｕｋａ
ｈｕ｢paka(噛んで～)，
ｈａ｢ｔａｋａ
ｇａ｢ｒｕｋａ
Ｋｕ｢raka
「ｔｕＵｋａ
Ｆｏ:｣ｋａ
，asl｡｢Ka(熱いも）
ｊａｑｕ｣Ｎ(病む=動詞）
「Ｍａ｣ｋａ
ｎ｢wuka[sic.］
ｈａ｢ｒａｋａ
）kju｢raka(清らか）
「ｋｕｏｓａ｣ｋａ
Ｋｕ「ｒｕｋａ
ｈｕ｢ｐａｋａ
ｃｆ'u｢turuka(=|布しい）
ｐｉ｢guruka
sji｢buka
sji｢ruka
taEka
「cjioKja｣ｋａ
「ＣｊｕＵｋａ
ｎａ｢gａｋａ
類項目
2kｌ無い
2kｌ良い
3kｌ赤い
3kｌ浅い
3kｌ厚い
3kｌ甘い
3kｌ荒い
3kｌ重い
3kｌ固い
3ｋ２深い
3k２大い
3Ｍ古い
3Ｍ欲しい
3Ｍ安い
3ｍ若い
3k２悪い
3kｚ丸い
3kｚ弱い
3kｌ軽い
3kｌ暗い
3kｌ遠い
3k２青い
3Ｍ暑い
3Ｍ痛い
3Ｍ旨い
3k２多い
3m辛い
3k２｜青い
3k２臭い
3Ｍ黒い
3Ｍ強い
4kｌ怪しい
4kｌ悲しい
4kｌ易しい
4Ｍ嬉しい
4Ｍ苦しい
4Ｍ寂しい
4Ｍ涼しい
4Ｍ楽しい
4Ｍ激しい
4kｚ明るい
4kｚ愛しい
4kｚうるきい
4kｚおかしい
4kｚ汚ない
4kｚ少ない
4kｚ小さい
清い(きれい）
(=固い）
3Ｍ寒い
3k２渋い
3Ｍ白い
3Ｍ高い
3Ｍ近い
3Ｍ強い
3k２長い
－２９－
（cfji｢naka=田舎）
pik｢Kjaruka
Pik｣Kjaka
nuku｡｢ka(ぬくい）
ｍｉ:｢ka[,ｍｉ:｢kjaM画?］
(ｃｆｍｉ｢:kja=スルメイカ）
4kｚまぶしい
4kｚ短い
5kｚ暖かい
5kｚ新しい
，i｢cjonaka
，ｕ｢slguraka
paslorkaka
mlsI｡「kaka
ml｢zlraka
ko｢:tenaka
ja｢paraka
Kjo｢:genaka(肝‐）
5kｚ忙しい
5kｚ薄暗い
5kｚ恥ずかしい
5kｚ難しい
5kｚ珍しい
5kｚやかましい
5kｚ軟らかい
6kｚ心細い
－３０－
佐仁方言の動詞活用形
項目
ｌ来る
２来る(時）
３来ましょうか
４来た
５来た(時）
６来たり
７来て
８来ている
９来ない
１０来ない(時）
lｌ来たい
ｌ２来るな
'３来れば
１４来い
１５来よう
項目
ｌ見る
２見る(時）
３見ましょうか
４見た
５見た(時）
６見たり
７見て
８見ている
９見ない
lＯ見ない(時）
lｌ見たい
ｌ２見るな
'３見れば
ｌ４見る
ｌ５見よう
語形
｢nju(｣)Ｎ[sic.］
｢njuN(｣）
njuN｢ml[sic］
nji｢sja(N)[=煮た］
nji｢sjaN(｣)[=煮た］
nji｢sjari[=煮たり］
nji｢sji[=煮て］
nji｢sju｣Ｎ
｢nja(｣)Ｎ
｢njaN(｣）
njisja｢ka[sic.］
nju｢､a[sic.］
nji｢ba[sic.］
｢nji:(｣jo）
｢njo｣：
語形
｢kju(｣)Ｎ。
｢kjuN(｣）。
｢kjuNml[sic.］。
｢kiocja(｣)(N)[=聞着］。
｢kiocjaN(｣)[=聞着]。
｢kiocjMi[=間,着］。
｢kiocji[=間,着］。
｢kiocju｣Ｎ[=聞着］。
｢ｋｕ｣Ｎ ◎
｢kuN(｣）。
｢kiosja｣ka[sic.］。
｢kuma[sic.］。
｢ku｣ba[sic］。
｢ｋｕ｣： 。
？
。
◎
■
。
◎
■
。
◎
｢，ｊｕ(｣)Ｎ
｢'juN(｣）
｢，ｊｕＮｍｌ
'i｢sja(｣)(N)[sic.］
,i｢sjaN(｣）
，i｢sjari
'i｢sji[sic.］
，i｢cjuN[sic.］
｢'ja(｣)N
njaN(｣）
｢'i｣sjaka[sic.］
｢，juma[sic.］
｢，i｣ba[sic.］
｢'i[sic.］
｢，jｏ
。
◎
◎
sju｢N
sju｢Ｎ(｣）
sju｢Nml[sicJ
rsja(N）
「sjaN(｣)[sicJ
rsja｣ri[sic］
「sji
「sju｣Ｎ[sicJ
sl｢ra(｣)Ｎ[sicJ
sl｢raN(｣）
｢sjiUsjaka,｢Sjiosja｣ｋａ
ｓｌ「Ｎｎａ
ｓｌ「ｒｌｂａ
ｓｌｒｒｌ
ｓｌ「rｏ
１する
２する(時）
３しましょうか
４した
５した(時）
６したり
７して
８している
９しない
１０しない(時）
lｌしたい
１２するな
ｌ３すれば
１４せよ
'５しよう
１時く
う
諺
７
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２
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１
１
Ｏ
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川
云
貝
Ｊ
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Ｊ
’
几
宝
貝
』
〈
０
ワ
ー
Ｒ
ｕ
０
〉
１
上
１
上
１
１
１
▲
１
上
１
１
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◎
。
◎
◎
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◎
。
◎
。
◎
◎
◎
－３１
項目
ｌある
２ある(時）
語形
,ａ｢Ｎ
,a｢Ｎ(｣）
項目
ｌ着る
２着る(時）
３着ましょうか
４着た
５着た(時）
６着たり
７着て
８着ている
９着ない
１０着ない(時）
lｌ着たい
１２着るな
ｌ３着れば
１４着ろ
１５着よう
語形
Ki｢rju(｣)N
Ki｢rjuN(｣）
Ki｢ｒｊｕＮｍＩ
｢kiocja(N)[二間,来］。
｢kiocjaN(｣)[=聞来］。
｢kiocja｣ri[=聞来］。
｢kiocji[=聞,来］。
｢kiocju｣Ｎ[=闇,来］◎
１
１
Ｊ
Ｎ
Ｉ
Ｉ
Ｎ
、
、
ａ
ａ
ａ
・
１
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ａ
ａ
ａ
ａ
４あった
５あった(時）
６あったり
７あって
Ｋｉ｢ra｣N
Ki｢raN(｣）
Ki｢risjaka[sic］
Ｋｉ｢Ｎｎａ
Ｋｉ｢ｒｉｂａ,Ｋｉ｢rlba
Ki｢ri[sicJ
Ki｢ro[sic.］
１１ありたい
'a｢rlba１３あれば
ｌ居るｗｕ｢Ｎ
２居る(時）ｗｕ｢Ｎ(｣）
３居りましょうかｗｕ｢Nml[sic.］
４居ったｗｕ｢ta(N）
５居った(時）ｗｕ｢taN(｣）
６居ったりｗｕ｢tari
７居ってｗｕ｢tｉ
nji｢rju(｣)N
nji｢rjuN(｣）
nju｢rjuNml
nji｢sja(N)[=見た］
nji｢sjaN(｣)[=見た］
nji｢sjari[=見たり］
nji｢sji[=見て］
nji｢cjuN[sicJ
nji｢ra｣Ｎ[sicJ
nji｢raN(｣）
nji｢risjaka[sicJ
nji｢Nna
nji｢riba
nji｢ri[sicJ
nji｢ro[sic.］
ｌ煮る
２煮る(時）
３煮ましょうか
４煮た
５煮た(時）
６煮たり
７煮て
８煮ている
９煮ない
１０煮ない(時）
1l煮たい
ｌ２煮るな
、煮れば
ｌ４煮る
ｌ５煮よう
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ａ
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Ⅲ
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居
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居
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１
１
１
１
１
１
’
－３２－
項目
ｌ読む
２読む(時）
３読みましょうか
４読んだ
５読んだ(時）
６読んだり
７読んで
８読んでいる
９読まない
１０読まない(時）
１１読みたい
１２読むな
'３読めば
１４読め
'５読もう
語形
ju｢ｊｕ(｣)N
ju｢juN(｣）
ju｢juNml
ju｢da(N)[sicJ
ju｢daN(｣）
ju｢dari
ju｢di
ju｢｡u(｣)N
ju｢waN
ju｢ｗａＮ(｣）
ju｢jisjaka[sicJ
ju｢wuna[sicJ
ju｢wlba
ju｢ｗｌ
ｊｕ｢ｗｏ(｣)：
語形
ha｢ｊｕ(｣)N
ha｢juN(｣）
ha｢juNml
ha｢wlta(｣Ｎ)[sic］
ha｢wltaN(｣）
ｈａ｢wltari
ha｢wlti[sic］
ha｢wltuN[sic.］
ｈａ｢ｗａ｣N
ha｢ｗａＮ(｣）
ha｢jisjaka[sicJ
ha｢wuna[sic.］
ｈａ｢ｗｌｂａ
ｈａ｢ｗｌ
ｈａ「ｗｏ
項目
ｌ買う
２買う(時）
３買いましょうか
４買った
５買った(時）
６買ったり
７買って
８買っている
９買わない
１０買わない(時）
１１買いたい
１２買うな
'３買えば
１４買え
'５買おう
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Ｑ
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Ｎ
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Ｎ
Ｎ
Ⅲ
Ｍ
・
ｎ
１
ｕ
ｕ
ｕ
ａ
ａ
ａ
・
’
山
Ｎ
Ｎ
町
町
町
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司
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司
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司
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ｒ
ｒ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
，a｢ｊｕ(｣)Ｎ
'a｢juN(｣）
，a｢ｊｕＮｍｌ
,a｢wlta(N)[sic.］
，a｢wltaN(｣）
'a｢wltari[sic］
'a｢wlti[sic］
,a｢duN[sic］
'a｢ｗａ(｣)Ｎ
，a｢ｗａＮ(｣）
，a｢jisjaka[sic.］
，ａ「ｗｕｎａ
，ａ｢ｗｌｂａ
，ａ｢ｗｌ
，ａ「ｗｏ
ｌ書く
２書く（時）
３書きましょうか
４書いた
５書いた(時）
６書いたり
７書いて
８書いている
９書かない
１０書かない(時）
lｌ書きたい
１２書くな
１３書けば
１４書け
ｌ５書こう
ｌ編む
２編む(時）
３編みましょうか
４編んだ
５編んだ(時）
６編んだり
７編んで
８編んでいる
９編まない
１０編まない(時）
１１編みたい
１２編むな
'３編めば
１４編め
'５編もう
ka｢kisjakakaki｡｢ｓｊａｋａ
ｋａｒｋｕｎａ
ｋａｒｋｌｂａ
ｋａｒｋｌ
ｋａ「ｋｏ｣：
－３３－
語形
｢kiokju(｣)Ｎ。
｢kiokjuN(｣）。
｢kiokjuNml[sic.］。
｢kiocja(N)[二着,来]。
｢kiocjaN(｣)[=着,来］。
｢kiocja｣ri[=着,来］。
｢kiocji[=着,来］。
｢kiocju(｣)Ｎ[sic.］◎
項目
ｌ行く
２行〈（時）
３行きましょうか
４行った
５行った(時）
６行ったり
７行って
８行っている
９行かない
１０行かない(時）
１１行きたい
１２行くな
１３行けば
１４行け
１５行こう
語形
，i｢kju｣Ｎ
'i｢kjuN(｣）
，i｢ｋｊｕＮｍｌ
，i｢zja(｣)(N)[去んだ?］
項目
ｌ聞く
２聞く(時）
３聞きましょうか
４聞いた
５聞いた(時）
６聞いたり
７聞いて
８聞いている
９間かない
１０聞かない(時）
lｌ聞きたい
１２聞くな
１３聞けば
ｌ４聞け
'５聞こう
,i｢zjaN(｣）
'i｢zjari
'i｢zji
，i｢zjuN[sic.］
，i｢kja(｣)Ｎ[sic.］
，i｢kjaN(｣）
，iki｡｢sjaka
'i｢kjuna[sic.］
'i｢kiba[sic.］
,i｢ki[sicJ
，i｢kjo(:）
｢kiokja｣Ｎ[sic.］
｢kiokjaN(｣）
｢kioki｣sjaka(N）
｢kiokjuma[sic.］
｢kioki｣ba[sic.］
｢kioki[sic.］
｢kiokjo[sicJ
。
◎
。
◎
。
◎
◎
ｌ
●
ｃ・ｌｓ
Ｌ
Ｎ
ｊ
ｊ
Ｎ
ｊ
ａ
ｊ
Ｑ
ｎ
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｑ
Ｎ
Ｎ
仙
川
．
、
ロ
小
ａ
ａ
Ｊ
ｊ
Ｊ
・肌帥小小小水小刎釧釧鯛肌此創即
ｉ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
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Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
１巻くｍａ｢kju(｣)Ｎ
２巻く(時）ｍａ｢kjuN(｣）
３巻きましょうかｍａ｢kjuNml
４巻いたｍａ｢sja(N）
５巻いた(時）ｍａ｢sjaN(｣）
６巻いたりｍａ｢sjari
７巻いてｍａ｢sji
８巻いているｍａ｢sju｣Ｎ
９巻かない ｍａ｢ｋａＮ
１０巻かない(時）ｍａ｢kaN(｣）
11巻きたいmaki｡｢sjaka
l2巻くなｍａ｢kuna
l3巻けばｍａ｢klba
l4巻けｍａ｢ｋｌ
ｌ５巻こうmarko(｣)：
ｌ漕ぐ
２漕ぐ(時）
３漕ぎましょうか
４漕いだ
５漕いだ(時）
６漕いだり
７漕いで
８漕いでいる
９漕がない
１０漕がない(時）
lｌ漕ぎたい
１２漕ぐな
1３漕げば
ｌ４漕げ
'５漕ごう
－３４－
項目
ｌ死ぬ
２死ぬ(時）
３死にましょうか
４死人だ
５死人だ(時）
６死んだり
７死人で
８死人でいる
９死なない
lＯ死なない(時）
lｌ死にたい
１２死ぬな
ｌ３死ねば
１４死ね
ｌ５死のう
語形
sji｢njum
sji｢njuN(｣）
sji｢njuNml
sji｢zja(｣)(N）
sji｢zjaN(｣）
sji｢zjari
sji｢zji
sji｢zjuN
sji｢nja(｣)N
sji｢njaN(｣）
sji｢njisjaka
sji｢njuna
sji｢njiba[sicJ
sji｢nji[sicJ
sji｢njo
語形
，u｢cju(｣)Ｎ
，u｢cjuN(｣）
'u｢ｃｊｕＮｍｌ
，u(c)｢cja(N）
，u(c)｢cjaN(｣）
'ｕ(c)｢cjari
,ｕ(c)｢cji
'u(c)｢cjuN[sic.］
，ｕ｢ta｣Ｎ
，u｢taN(｣）
'ucji｡｢sjaka[sic.］
，ｕ「ｔｕｎａ
，ｕ｢ｔｉｂａ
，ｕ｢ｔｉ
，ｕ「tｏ
項目
ｌ打つ
２打つ(時）
３打ちましょうか
４打った
５打った(時）
６打ったり
７打って
８打っている
９打たない
１０打たない(時）
lｌ打ちたい
１２打つな
ｌ３打てば
１４打て
１５打とう
ma｢cju(｣)N
ma｢cjuN(｣）
ma｢cjuNml
ma(c)｢cja(Ｎ）
ma(c)｢cjaN(｣）
mac｢cjari[sicJ
ma(c)｢cji
ma(c)｢ｃｊｕＮ
ｍａ｢ta｣N
ma｢taN(｣）
macji｡｢sjaka[ｓＭ
ｍａ「ｔｕｎａ
ｍａ｢ｔｉｂａ
ｍａ｢ｔｉ
ｍａ｢to：
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ｔ
ｌ待つ
２待つ(時）
３待ちましょうか
４待った
５待った(時）
６待ったり
７待って
８待っている
９待たない
１０待たない(時）
１１待ちたい
１２待つな
１３待てば
１４待て
'５待とう
ｌ飛ぶ
２飛ぶ(時）
３飛びましょうか
４飛んだ
５飛んだ(時）
６飛んだり
７飛んで
８飛んでいる
９飛ばない
１０飛ばない(時）
lｌ飛びたい
ｌ２飛ぶな
'３飛べば
１４飛べ
ｌ５飛ぼう
3５－
項目
ｌ売る
２売る(時）
３売りましょうか
４売った
５売った(時）
６売ったり
７売って
８売っている
９売らない
１０売らない(時）
１１売りたい
１２売るな
'３売れば
１４売れ
１５売ろう
語形
'u｢rju(｣)Ｎ
，u｢rjuN(｣）
，u｢rjuNml
'u｢ta(｣)(N）
'u｢taN(｣）
，ｕ｢tari
'ｕ｢ｔｉ
，ｕ｢tuN
，ｕ｢ra｣Ｎ
,u｢raN(｣）
，u｢risjaka
'u｢Nna[sicJ
'ｕ｢ｒｌｂａ
'ｕ｢r１
，ｕ「rｏ
項目
ｌ入る
２入る(時）
３入りましょうか
語形
,i｢rju(｣)Ｎ(イル）
,i｢rjuN(｣）
，i｢ｒｊｕＮｍＩ
,ic｢Cja(｣)(N)[sic.］
'ic｢CjaN(｣）
'ic｢Cjari[sic.］
,ic｢Cji[sic.］
'ic｢CjuN[sic.］
'i｢ra｣Ｎ
,i｢raN(｣）
'i｢risjaka
,i｢Nna[sic.］
'i｢riba
'i｢ri[sic.］
'i｢ro[sic.］
４入った
５入った(時）
６入ったり
７入って
８入っている
９入らない
１０入らない(時）
11入りたい
１２入るな
'３入れば
１４入れ
１５入ろう
Ｎ
ｊ
Ｎ
ｊ
Ｑ
ｍ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
ａ
□
水
ａ
ａ
ｊ
Ｑ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
く
１
Ｊ
．、．ｎｍｎｍｍ位乢肌酬咽川仙Ｈｍ
ｕ
ｕ
ｕ
ｌ
Ｎ
ｎ
Ｉ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
'i｢zji(｣)Ｎ(イデル）
'i｢zjiN(｣）
'i｢zjiNml[sic.］
'i｢zjita(N）
'i｢zjitaN(｣）
'i｢zjitari
，i｢zjiti[sic.］
，i｢zjitu(｣)Ｎ
，i｢zjira｣Ｎ
'i｢zjiraN(｣）
，i｢zjisjaka[sic.］
，i｢zjiNna[sic.］
'i｢zjirlba[sic.］
'i｢zjirl
，i｢zjiro
１取る
２取る(時）
３取りましょうか
４取った
５取った(時）
６取ったり
７取って
８取っている
９取らない
１０取らない(時）
１１取りたい
１２取るな
'３取れば
１４取れ
１５取ろう
ｌ出る
２出る(時）
３出ましょうか
４出た
５出た(時）
６出たり
７出て
８出ている
９出ない
１０出ない(時）
lｌ出たい
１２出るな
ｌ３出れば
１４出ろ
ｌ５出よう
－３６－
項目
ｌ乗せる
２乗せる(時）
３乗せましようか
４乗せた
５乗せた(時）
６乗せたり
７乗せて
８乗せている
９乗せない
１０乗せない(時）
lｌ乗せたい
１２乗せるな
'３乗せれば
１４乗せる
１５乗せよう
１
Ｎ
１
１
Ｊ
Ｎ
１
１
Ｊし
ａ
ｆ
ｓ ｃ
①ＭＭＭ刷励、皿州刎仙岫川Ｈｍ
Ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
。
。
。
。
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
Ｉ
Ｉ
形
昭
昭
厄
引
乱
引
乱
后
ら
昭
ら
厄
殆
厄
尼
壷
中
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
、
語形
,o｢ｋＥ(｣)Ｎ,'u｢kI(｣)Ｎ
ｂ｢kEN(｣),,u｢klN(｣）
'０｢ｋＥＮｍＩ
'o｢kEta(N),，u｢klta(N）
'0｢kEtaN(｣),、｢kltaN(｣）
項目
ｌ受ける
２受ける(時）
３受けましょうか
４受けた
５受けた(時）
６受けたり
７受けて
８受けている
９受けない
１０受けない(時）
１１受けたい
１２受けるな
'３受ければ
１４受けろ
１５受けよう
'０｢kEtari，，ｕ｢kltari
'０｢ｋＥｔｉ，，ｕ｢ｋｌｔｉ
，ｏ｢ｋＥｔｕＮ
ｂ｢kEra｣Ｎ[sic.］
'o｢kEraN(｣）
,o｢kEsjaka[sic.］
'０｢kENna[sic.］
１ｃ・ｌ
ａ
Ｓ
ｂ
Ⅲ
Ｉ
Ｉ
ｏ
ｒ
ｒ
ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
ｋ
ｋ
ｋ
ｒ
ｒ
ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
ｌ起きる
２起きる(時）
３起きましょうか
４起きた
５起きた(時）
６起きたり
７起きて
８起きている
９起きない
１０起きない(時）
１１起きたい
１２起きるな
'３起きれば
１４起きる
１５起きよう Ｊ
１
ｊ
Ｉ
ｊ
』
し
ａ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
ｋ
ａ
ａ
Ｎ
Ｍ
ｈ
Ｍ
肌
ｍ
ｕ
ｍ
ｍ
ｍ
・
叩
川
仙
Ｈ
ｍ
Ｉ
Ｉ
１
１
１
１
１
１
１
１
Ｉ
Ｉ
１
１
１
１
Ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
Ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
１
１
１
●
●
●
ｃ
ｃ
ｃ
●
１
・
１
．
１
Ｓ
Ｓ
Ｓ
ｊ
Ｌ
ｊ
Ⅲ
ｊ
Ⅲ
Ｊ
ａ
Ｊ
Ｉ
Ｎ
１
ｍ
ｊ
Ｊ
Ｎ
ｌ
ｋ
ａ
ａ
Ｊ
Ｎ
Ｎ
価
Ｍ
ｍ
ｍ・皿・川、い、位Ⅲ川Ⅷ仰ⅧⅧＭｍ
Ｃ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
け
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
。
●
●
●
●
●
●
●
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｏ
ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｏ
ｏ
０
０
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
Ｐ
９
９
９
９
９
１
１
９
９
７
９
９
９
９
ｌ‘思う
２思う（時）
３思いましょうか
４思った
５思った(時）
６，思ったり
７‘思って
８思っている
９思わない
１０思わない(時）
１１,思いたい
ｌ２思うな
'３思えば
１４恩え
１５,思おう
－３７－
項目
l笑う
２笑う(時）
３笑いましょうか
４笑った
５笑った(時）
６笑ったり
７笑って
８笑っている
９笑わない
１０笑わない(時）
１１笑いたい
１２笑うな
ｌ３笑えば
１４笑え
１５笑おう
１
Ｎ
１
１く
ｊ
Ｎ
ｊ
Ⅲ
』
ａ
・
ＩＳ ｃ
ｌＬ ・
ｌｓ ｃ
ｌ
●
ｌ ｃ
１
Ｑ
Ⅲ
ｊ
Ｑ
１
ｋ
ａ
ａ
Ⅲ
ｓ
し
Ｎ
Ｎ
Ｑ
Ｎ
．
ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
ａ
ｎ
ｂ
・
血
・
川
・
皿
旧
、
恒
仙
、
咽
咽
川
ｗ
Ｍ
Ｍ
ｍ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
形
叶
圷
圷
叶
圷
叶
叶
叶
叶
叶
叶
叶
斤
斤
叶
語
咽
順
順
噸
幅
噸
魎
蝸
阻
咽
咽
順
順
稲
噸
項目
ｌ起こす
２起こす(時）
３起こしましょうか
１
１
Ｊ
１
１
・
ｌｒ
１
ｋ
Ⅲ ・
ｌＳ ｃａ
ＮＭｈ⑪乢・、
ノ
ー
ｓ
Ｊ
・
囮
・川ｍ・川・凪・囮胞加川狐狐此
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
ｓ
ｓ
ｓ
Ｓ
ｓ
ｓ
ｓ
ｓ
瓢ｗＷＷＷｗｗｗｗｗＷｗ
４起こした
５起こした(時）
６起こしたり
７起こして
８起こしている
９起こぎない
１０起こさない(時）
１１起こしたい
１２起こすな
'３起こせば
１４起こせ
'５起こそう
'ｕ｢ｗＩｓｕｎａ
'ｕ｢wlslba
'ｕ｢wlsl
n｢wlso(｣)(:）
'ak｢Kju(｣)Ｎ
,ak｢KjuN(｣）
'ak｢ＫｊｕＮｍｌ
'ac｢Cja(N)[sic.］
'ac｢CjaN(｣）
，ac｢Cjari
'ac｢Cji
'ac｢Cju(｣)Ｎ
'ak｢Ka(｣)Ｎ
'ak｢KaN(｣）
，akiJsjaka
,a(k)｢Kuna
，ａｋ｢ＫＩｂａ
'aWKI
，ａｋ「ＫＯ｣：
，a｢slbju(｣)Ｎ
'a｢slbjuN(｣）
'a｢slbjuNml
'a｢slda(｣)(N）
'a｢sldaN(｣）
'ａ｢sldari
，ａ｢sldi
，a｢sldu｣Ｎ
，a｢slbaN
'a｢slbaN(｣）
，a｢slbisjaka
，ａ｢ｓｌｂｕｎａ
，ａ｢ｓｌｂｌｂａ
，ａ｢slbl
，ａ｢slbo｣：
ｌ歩く
２歩く(時）
３歩きましょうか
４歩いた
５歩いた(時）
６歩いたり
７歩いて
８歩いている
９歩かない
１０歩かない(時）
１１歩きたい
１２歩くな
'３歩けば
１４歩け
１５歩こう
ｌ遊ぶ
２遊ぶ(時）
３遊びましょうか
４遊んだ
５遊んだ(時）
６遊んだり
７遊んで
８遊んでいる
９遊ばない
１０遊ばない(時）
11遊びたい
１２遊ぶな
１３遊べば
１４遊べ
'５遊ぼう
－３８－
項目
l通る
２通る(時）
３通りましょうか
４通った
５通った(時）
６通ったり
７通って
８通っている
９通らない
１０通らない(時）
lｌ通りたい
１２通るな
ｌ３通れば
１４通れ
１５通ろう
。
◎
。
◎
。
◎
。
◎
。
◎
。
◎
。
◎
◎
１
１
ａ
．
Ｉ ｃ
ｃ
ｕ
・
ｎ
ｊ
Ｉ
Ⅲ
Ｓ
Ⅲ
ｕ
・
乱
ｒ
一
ｍ
ｊ
１
ａ
ｍ
Ｎ
Ｍ
Ⅲ
ｍ
Ｌ
１ｌ水ｒ，ａ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
ｊ
ａ
ｂ
謝皿いい四》》川ＭＭＭ》州ｗｗｗ
：
：
：
：
・
・
：
：
・
・
Ｊ
ｕ
ｕ
ｕ
項目
ｌ眠る(=寝る）
２眠る(時）
３眠りましょうか
４眠った
５眠った(時）
６眠ったり
７眠って
８眠っている
９眠らない
lＯ眠らない(時）
lｌ眠りたい
ｌ２眠るな
、眠れば
１４眼れ
１５眠ろう
語形
nl｢burju(｣)N
nl｢burjuN(｣）
nI｢burjuNml
nlpu｡｢ta(｣)(N）
nlpu｡｢taN(｣）
ｎｌｐｕ。「tari
nlpu。「ti
nI｢butu｣N
nl｢buraN
nl｢buraN(｣）
､l｢burisjaka
nl｢ｂｕＮｎａ
ｎｌ｢burlba
nI｢burl
nl｢buro｣：
nji｢girju｣N
nji｢girjuN(｣）
nji｢girjuNml
njiki｡｢cja(N)[sicj
njiki｡｢cjaN(｣）
njiki｡｢cjari
njiki｡｢cji
njiki｡｢cjuN[sic.］
nji｢gira｣N
nji｢giraN(｣）
nji｢girisjaka
nji｢giNna
nji｢giriba,nji｢girlba
nji｢girLnji｢girl
nji｢giro
ｌ握る
２握る(時）
３握りましょうか
４握った
５握った(時）
６握ったり
７握って
８握っている
９握らない
１０握らない(時）
lｌ握りたい
ｌ２握るな
'３握れば
１４握れ
１５握ろう
'asl｡｢kI(｣)Ｎ
'asl｡｢klN(｣）
，asl。「ｋｌＮｍｌ
,asl｡｢klta(N）
，asl｡｢kltaN(｣）
，asl。「kltari
，asl。「klti
，asl。「kltu｣Ｎ
，asl。「klraN
'asl｡｢klraN(｣）
，asl｡｢klsjaka
，asl。「ｋｌＮｎａ
，asl。「klrlba
，aslorklrl
，asl。「klro｣：
ｌ預ける
２預ける(時）
３預けましょうか
４預けた
５預けた(時）
６預けたり
７預けて
８預けている
９預けない
１０預けない(時）
１１預けたい
１２預けるな
'３預ければ
１４預ける
１５預けろう
－３９－
ｌ・
ｌ ｃ
Ｕ
小
Ⅱ
１
１
Ｊ
Ｊ
１
Ｎ
ｌ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
ｍ
旧
旧
廿
川
州
刎
仙
川
Ⅲ
ｎ
ｍ
１
ｍ
ｌ
Ｎ
．
、
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
Ｉ
Ｉ
１
１
１
１
１
１
Ｉ
Ｉ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
形
尼
ら
＆
尼
＆
厄
＆
＆
尼
ら
＆
尼
＆
＆
喝
語
畑
比
、
、
脆
畑
、
畑
岨
舶
、
比
畑
畑
畑
項目
ｌ働く
２働く（時）
３働きましょうか
４働いた
５働いた(時）
６働いたり
７働いて
８働いている
９働かない
１０働かない(時）
lｌ働きたい
１２働くな
ｌ３働けば
ｌ４働け
'５働こう
１
１Ｊ
１
１
１ ○
ｌ ｃｓ
ｊ
水
ａ
Ｎ
く
ｍ
ｊ
Ｊ
ｕｕｕａａａｉⅢ小川Ⅵ岬伽Ｉｏ
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ⅲ
川
・
ｎ
Ｊ
幻
町
町
司
司
，
可
，
司
可
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
形
脆
脆
脆
吃
脆
脆
脆
脆
胞
吃
脳
吃
脆
吃
脆
語
皿
皿
皿
皿
皿
皿
、
皿
皿
、
皿
皿
皿
皿
皿
項目
ｌ重ねる
２重ねる(時）
３重ねましょうか
４重ねた
５重ねた(時）
６重ねたり
７重ねて
８重ねている
９重ねない
１０重ねない(時）
１１重ねたい
１２重ねるな
１３重ねれば
１４重ねろ
１５重ねよう
｢ho｣rakasjuN 。
｢ho｣rakasjuN(_）。
｢ho｣rakasjuNml[sicJ。
｢ho｣rakasja(N）。
｢ho｣rakasjaM-）。
｢ho｣rakasjari 。
｢ho｣rakasji 。
｢ho｣rakasjuN[sicJ。
｢ho｣rakasaN 。
｢ho｣rakasaM-）。
｢ho｣rakasjisjaka。
｢ho｣rakasuna。
｢ho」rakaslba 。
｢ho｣rakasl 。
｢ho｣rakaso(:）◎
Ｊ
ｃ
１
１
・
ｌＳ
ｊ
Ｊ
□
ａ
ｆ
ｊＪ
１
Ｎ
ｌ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
ｋ
ａ
ａ
１
ｍ
Ｉ
Ｎ
ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
旧
ｍ
ｍ
ｕ
ｍ
ｍ
ｍ
・
叩
川
仙
Ｈ
ｍ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
１
１
１
１
１
１
Ｉ
Ｉ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｌ乾かす
２乾かす(時）
ｌ別れる
２別れる(時）
３別れましょうか
４別れた
５別れた(時）
６別れたり
７別れて
８別れている
９別れない
１０別れない(時）
１１別れたい
１２別れるな
'３別れれば
１４別れる
１５別れよう
３乾かしましょうか
４乾かした
５乾かした(時）
６乾かしたり
７乾かして
８乾かしている
９乾かきない
１０乾かぎない(時）
１１乾かしたい
１２乾かすな
'３乾かせば
１４乾かせ
'５乾かそう
－４０－
ｊ
Ｎ
Ｊ
ａ
Ｊ
Ｎ
く
ｋ
ａ
ａ
く
Ｊ
Ｎ
ａ
ｎ
ｂ
Ｊ
ｕ
ａ
ａ
・
司
ｕ
Ｉ
Ｉ
ｏ
ｄ
ｗ
ｗ
叩
Ⅲ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
・
』
。
』
．
』
。
』
．
』
．
』
．
』
。
』
８喜んでいる
９喜ばない
１０喜ばない(時）
１１喜びたい
１２喜ぶな
'３喜べば
１４喜べ
'５喜ぼう
Ｎ
１
ｊ
１
Ｑ
ｎ
Ｍ
Ｑ
Ｑ
Ｎ
Ｎ
く
Ｎ
ｎ
ｍ
・
皿
・
皿
血
曲
曲
ｄ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
形
ｎ
ｈ
ｎ
ｈ
ｈ
ｈ
ｎ
壷明・川・川・川・川・皿・川・川
項目
ｌ喜ぶ
２喜ぶ(時）
３喜びましょうか
４喜んだ
５喜んだ(時）
６喜んだり
７喜んで
佐仁方言の形容詞活用形
語形
nem
ne｢Ｎ(｣）
neN｢ta[sicJ
neN｢taN(｣)[sic.］
neNta｢ri[sicJ
ne｢zl
neN｢ba[sicJ
ne｢Ｎｋｕ｢tujane｢Ｎ
(ないことはない）
､e｢N-na｢rju｣Ｎ
項目
lａ良い
2ａ良い(時）
3ａ良かった
4ａ良かった(時）
5ａ良かったり
6ａ良くて
ｌ ｊＮ
．
、
，
Ｊ
ａ
Ｎｕ Ｊ
Ⅲ爪而
１
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ａ
ａ
ａ
・
１
１
Ｊ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
佃川‘ａ｜，ａ｜，ａ－，ａ｜皿，ａ｜正一ｍｌ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
・
Ｊ
．
』
．
』
。
』
．
』
．
』
．
』
．
』
。
』
．
ｊ
形
叱
厄
、
厄
、
厄
に
叱
叱
叱
雪叩函肌亜孤坤肛恥川孵Ⅸ”Ⅳ坤川》川函川如川
項目
1ａ無い
2ａ無い(時）
3ａ無かった
4ａ無かった(時）
5ａ無かったり
6ａ無くて
7ａ無ければ
8ａ無く（は)ない
■
■
■
■
■
■
■
■
7ａ良ければ
8ａ良くない
9ａ良くなる9ａ無くなる ■
｢Ｍａ｣ka(N）
｢Ｍａ｣ｋａＮＵ
｢Ｍａ｣ka-，ａ｢ｔａ
｢Ｍａ｣ka-，a｢taN(｣）
｢Ｍａ｣ｋａ－，ａ｢tari
｢Ｍａ｣ｋａ－，ａ｢ti，
｢Ma｣kuotiJMa｣kanu
｢Ｍａ｣ｋａ－，ａ｢ｒｌｂａ
｢Ma｣ku/｢Ma｣ka-neN
｢Ｍａ｣ka-na｢rju｣Ｎ
lａうまい
2ａうまい(時）
3ａうまかった
4ａうまかった(時）
5ａうまかったり
6ａうまくて
。
◎
。
◎
。
◎
。
◎
。
◎
1ａ暗い
2ａ暗い(時）
3ａ暗かった
4ａ暗かった(時）
5ａ暗かったり
6ａ暗くて
Ｉ １
Ｊ
ｋ
ａ
ｕｎａ
Ｎｕ Ｊ
ｍ①山川川九川川州山
Ｉ
Ｎ
，
｜
，
｜
，
｜
，
一
ｉ
一
一
一
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｕ
ｋ
ｋ
ｋ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ｋ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
よ
ａ
ａ
ａ
Ⅲ
山
川
山
川
Ⅲ
、
山
川
ｈ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
7ａうまければ
8ａうまくない
9ａうまくなる
7ａ暗ければ
8ａ暗くない
9ａ暗くなる
－４１
項目
lａ黒い
2ａ黒い(時）
3ａ黒かった
4ａ黒かった(時）
5ａ黒かったり
6ａ黒くて
語形
Ku｢ruka(M
Ku｢rukaN(｣）
Ｋｕ｢ruka，ａ｢ta
Ku｢ruka，a｢taN(｣）
Ｋｕ「ruka，ａ｢tari
Ku｢rukuotLKu｢rukanu,
Ｋｕ｢ｒｕｋａ，ａ｢ｔｉ
Ｋｕ｢ruka，a｢ｒｌｂａ
Ｋｕ「ｒｕｋａｎｅ｢N
Ku｢ruka-na｢rju｣Ｎ
項目
lａ新しい
2ａ新しい(時）
3ａ新しかった
4ａ新しかった(時）
5ａ新しかったり
6ａ新しくて
語形
mi:｢ka(N）
mi:｢kaN(｣）
miJka'a｢ta
mi:｢ｋａ,a｢taN(｣）
ｍｉ:｢ｋａ，ａ｢tari
mi:ka｢numi:｢ｋａ，a｢ｔｉ
ｍｉｋｕ。｢ｔｉ
ｍｉ:｢ｋａ，ａ｢rlba
miJkane｢N
mi:｢ka-na｢rju(｣)Ｎ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
7ａ黒ければ
8ａ黒くない
9ａ黒くなる
7ａ新しければ
8ａ新しくない
9ａ新しくなる
ｊ
Ｎ
ｕ
Ｊ
ｎ
１
Ｊ
ａ
ａ
ｕ
ａ
狐
刎
・
町
小
町
Ｎ
・
口
１
Ｊ
几
凡
凡
几
Ⅲ
叶
ｒ
ｒ
Ｎ
Ｉ
ａ
ａ
ａ
ａ
ｒ
ａ
ｅ
ａ
１
，
、
ｎ
Ｉ
Ｎ
，
｜
，
｜
，
｜
，
｜
Ⅲ
一
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ｋ
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リ
リ
、
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ｍ
、
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伽
ｍ
、
ｍ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
lａ遠い
2ａ遠い(時）
3ａ遠かった
4ａ遠かった(時）
5ａ遠かったり
6ａ遠くて
ｊ
Ｎ
Ｊ
Ｉ
Ｊ
ａ
ｕ
Ｎ
．
、
，
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Ｎ
・
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ａ
ａ
ａ
・
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吋
ｒ
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ｊ
ｔ
ｔ
ｔ
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ｒ
ｒ
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ｂ
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ｒ
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ａ
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ａ
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９
９
７
９
９
９
０
９
７
９
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◎
。
◎
。
◎
。
◎
。
◎
lａ危ない
2ａ危ない(時）
3ａ危なかった
4ａ危なかった(時）
5ａ危なかったり
6ａ危なくて
7ａ遠ければ
8ａ遠くない
9ａ遠くなる
7ａ危なければ
8ａ危なくない
9ａ危なくなる
｢puoka｣ka(N）
｢puoka｣ｋａＮＵ
｢ｐｕｏｋａ｣ｋａ－'ａ｢ｔａ
｢puoka｣ka｣a｢taN(｣）
｢ｐｕｏｋａ｣ｋａ－，ａ｢tari
｢ｐｕＣｋａ｣ｋａ－'ａ｢ti，
｢ｐｕｏｋａ｣kuoti，
｢ｐｕｏｋａ｣ｋａｎｕ
｢puoka｣ka-，a｢rlba
｢ｐｕｏｋａ｣ｋａ－ｎｅ｢Ｎ
｢puoka｣ka-na｢rju｣Ｎ
ｌａ深い
2ａ深い(時）
3ａ深かった
4ａ深かった(時）
5ａ深かったり
6ａ深くて
。
◎
。
◎
。
◎
。
◎
。
◎
◎
horraka(N)(誇らしい）
ho｢:rakaN(｣）
ho｢:raka，ａ｢ta
ho｢:raka，a｢taN(｣）
ｈｏ｢:raka，ａ｢tari
ho｢:raka-，ａ｢ti，
ho｢:rakuotLho｢:rakanu
ho｢:raka，ａ｢rlba
ho｢:ｒａｋａｎｅ｢N
ho｢:raka-na｢rju｣Ｎ
1ａ嬉しい
2ａ嬉しい(時）
3ａ嬉しかった
4ａ嬉しかった(時）
5ａ嬉しかったり
6ａ嬉しくて
7ａ深ければ
8ａ深くない
9ａ深くなる
7ａ嬉しければ
8ａ嬉しくない
9ａ嬉しくなる
－４２－
